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はじめに

　平素より、当機構の事業に対するご支援をいただき、誠にありがとうございます。

　私どもは、外国人技能実習生や特定技能外国人の受入れ等に関する総合支援機関として幅広い活動に取

り組んで参りました。その中で「JITCO外国人技能実習生（・研修生）日本語作文コンクール」は、全

国の技能実習生及び研修生の日本語能力の向上に寄与したいとの思いから、入管法改正で新たに在留資格

「技能実習」が新設される以前の1993年より毎年開催しております。おかげさまで、今年で33回目の開催

となり、これまでに全国から66,000編を超える作品をご応募いただいております。

　今年は、1,188編の応募作品が寄せられ、厳正なる審査の結果、最優秀賞 ４編、優秀賞 ４編、優良賞12編、

佳作15編を選出いたしました。この「優秀作品集」には、これら35編を収めています。日本各地で活躍す

る技能実習生の熱意や監理団体及び実習実施者の皆様の日頃のご尽力が感じられる多くの作品をお寄せい

ただいたことに、心より感謝申し上げます。

　今後とも、私どもの日本語作文コンクールが技能実習生の日本語学習の励みとなり、また、関係諸機関

の皆様を始めとして、広く一般の方々におかれましても技能実習生に対する理解を深めていただく一助と

なることを心より祈念いたします。

� 2025年10月

� 公益財団法人　国際人材協力機構

� 理事長　　小川　新二
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応募状況と審査過程

１ ．応募総数　1,188編

　国籍別内訳
	 インドネシア	 445編
	 ベトナム	 332編
	 ミャンマー	 183編
	 中国	 82編
	 モンゴル	 72編
	 タイ	 26編
	 フィリピン	 25編
	 カンボジア	 12編
	 バングラデシュ	 ６ 編
	 パキスタン	 ３ 編
	 スリランカ	 １ 編
	 ネパール	 １ 編
	 合計	 1,188編

２ ．審査過程
審査は、例年どおり ３段階で行いました。
◆第一次審査：
　JITCO職員が担当し、内容と日本語能力の観点から上位35編を選出しました。
◆第二次審査：
　JITCO役員 ５名による総合評価に基づき、最終審査に進む20編と佳作15編を選出しました。
◆最終審査：
　�外部有識者を含む ５名の最終審査委員が審査に当たり、審査委員会における協議を経て、最優秀
賞 ４編、優秀賞 ４編、優良賞12編を選出しました。

　最終審査委員（敬称略）
　　委員長　戸田　佐和　　　　公益社団法人国際日本語普及協会　理事長
　　委　員　坪田　秀治　　　　日本商工会議所　参与
　　委　員　山田　佑　　　　　一般社団法人日本経済団体連合会　統括主幹
　　委　員　小川　新二　　　　公益財団法人国際人材協力機構　理事長
　　委　員　杉浦　信平　　　　公益財団法人国際人材協力機構　専務理事
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講　　評

審査委員長　戸　田　佐　和

　JITCO作文コンクールは33回を迎えました。今年も各分野で活躍する12か国の技能実習生から、1200

編ほどの応募がありました。

　今年は、多くの作品に「優しさ、思いやり」が共通して描かれています。実習生のみなさんが、職場で

関わる人たちや家族から受け取った優しさ、あるいは、予期せぬ災害をきっかけに気づいた思いやりや

人々のつながり。それが、母国を離れて生活する実習生のみなさんの大きな支えになっていることが、高

い感受性と表現力で綴られています。いずれも読みごたえのあるものばかりです。

　その中で審査員の心を動かし、最優秀賞に選ばれた ４編をご紹介しましょう。

　アリウンボルド　ムンフトールさん（モンゴル）『優しさで包まれた贈り物』は、「包む」というささや

かな習慣に込められた贈り手の温かな思いやりに気づき、自身も継承していきたいという気持ちが素直に

描かれた作品です。ムンフトールさんは、同僚がちょっとしたお礼やお菓子をいつも何かに包んで渡して

くれることを不思議に思っていました。その意味を考えるうちに、幼い頃におばあさんが包んで手渡して

くれたお土産と、包みとともに届けたい思いについて話してくれたことを思い出します。同僚とのやり取

りや懐かしい記憶が鮮やかに浮かぶような表現が見事で、読み手の共感を呼び起こします。

　エンダー　ヌハミダーさん（インドネシア）『まいどはや』は、方言という、それまで学んできたのと

は異なる日本語が飛び交う場所で、格闘し、獲得していく様子が生き生きと描かれた作品です。富山の介

護施設で働くヌハミダーさんは、富山弁を理解しようと、入居者の方などに意味を聞き、使ってみるなど

して積極的に職場に溶け込んでいこうとします。その姿勢が入居者の方々との信頼関係を深め、仕事への

充実感につながっている様子が伝わります。「だいてあげるっちゃ」を聞いたときの驚きや戸惑い、意味

を知ったときの描写は特に臨場感に溢れ、引き込まれます。

　次は、キン　チョー　チョー　サンさん（ミャンマー）『ミャンマーの地震で気づいたこと』です。冒

頭では、母国で大地震が起き、テレビでその惨状を目の当たりにした衝撃、家族と連絡が取れない不安、

ようやく連絡が取れたときの安堵という計り知れない感情の流れが、的確な表現で綴られています。また、

この地震の経験を通して、防災の知識や訓練の大切さと、人々のつながりや支え合う精神が困難を乗り越

える力になるという ２つの気づきがあったことが、わかりやすくまとめられています。メッセージ性と構

成力の高い作文です。

　リュ　ティ　ニュさん（ベトナム）『なんのために私はここにいるのか』は、日本に来て働くことを決
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断するに至った自身の思い、送り出してくれたご両親の思い、お父さんとの突然の別れとそれでも前を向

いて進んでいこうという強い意志が、力強く伝わる作品です。幼い頃からご両親の苦労を見てきたリュ　

ティ　ニュさんは、両親を楽にすることを目標に日本で働く選択をします。その状況や、リュ　ティ　ニュ

さんが抱いてきた思いが丁寧に綴られています。また、文章を通して伝わってくる、お父さんが生前にか

けてくれた情愛や言葉に、胸を打たれます。

　次に優秀賞に選ばれた ４作品です。

　リ　シャオマンさん（中国）『人生という電車の旅』。初めての旅、駅で切符がうまく買えずにいたとき

列の後ろにいたおばあさんに助けてもらいました。この出来事をきっかけに前に進んでいく期待が芽生え

ます。おばあさんへの感謝や感動を織り交ぜながら、人生を電車の旅にたとえるなど、文学的な表現も交

えた描写力のある作品です。ティモーティ　アーラッチィゲ　ディミトラー　ニウィヤーンジャニーさん

（スリランカ）『言葉を超えてつながる心』。日本語がうまく伝わらないことがあっても、気持ちを込めて

介護するうちに信頼関係が生まれていく、そして介護を通じて心でつながることの大切さを実感したこと

が強く伝わり、心に響きます。チャン　ティ　タオ　スオンさん『マンゴーキャンディの思い出』。スオ

ンさんは、帰り方がわからず途方にくれていた時に助けてくれた女性に緊張のせいか、日本語でお礼の気

持ちを伝えることができませんでした。代わりに持っていたマンゴーキャンディを手渡しましたが、思っ

ていることも言えず、名前も聞かずに別れたもどかしさがとても素直に表現されています。レ　ティ　マイ

さん（ベトナム）『手紙の力』。作品から小さいお子さんを国に残して実習しているマイさんのお母さんと

しての気持ちが痛いほど伝わってきます。母国の子どもから届いた手紙を自分が子どもであったときの思

いと重ね合わせ、SNS 等では伝わらない手紙の大切さを深く考え表現している作品です。

　審査を終えて、これだけの作品に出会えたことに審査員を代表して感謝いたします。

　作品の随所に技能実習生が懸命に実習に打ち込んでいる様子や人生を切り拓いていく様子が表れていま

す。

　この作品を多くの方々に読んでいただき、対話の輪が広がることを期待しています。お互いに、対話を

重ねて相手を理解していく、この積み重ねが共に生きる豊かな社会を築くための第一歩となるのではない

でしょうか。今後とも技能実習生を応援していただきたく思います。

　来年も多くの作品が届くのを心から楽しみにしています。





※作品は、原則として原文のまま掲載しています。

作　　品　　集
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「第33回外国人技能実習生日本語作文コンクール」入賞者一覧
◆最優秀賞◆

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施者 監理団体

アリウンボルド　ムンフトール	
ARIUNBOLD MUNKHTUUL 優しさで包まれた贈り物 モンゴル 機械検査 藤田螺子工業株式会社 九州ネット協同組合

エンダー　ヌハミダー	
ENDAH NURHAMIDAH まいどはや インドネシア 介護 社会福祉法人神通福祉会 サイハン富山協同組合

キン　チョー　チョー　サン	
KHIN KYAWT KYAWT SAN ミャンマーの地震で気づいたこと ミャンマー 畜産農業 伊賀産業株式会社 国際ビジネスコンサルテイング事業協同組合

リュ　ティ　ニュ	
LIU THI NHU なんのために私はここにいるのか ベトナム 介護 医療法人六和会 人材創造事業協同組合

◆優秀賞◆

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施者 監理団体

リ　シャオマン
李　暁曼 人生という電車の旅 中国 電子機器組立て 旭電器工業株式会社 ELC事業協同組合

ティモーティ　アーラッチィゲ　ディミトラー　ニウィヤーンジャニー	
THIMOTHI ARACHCHIGE DIMITHRA NIWYANJANIE 言葉を超えてつながる心 スリランカ 介護 株式会社ニューライフサポート 国際交流事業協同組合

チャン　ティ　タオ　スオン
TRAN THI THAO SUONG マンゴーキャンディの思い出 ベトナム 介護 社会医療法人若弘会 アジアケアユニオンアジア介護協同組合

レ　ティ　マイ
LE THI MAI 手紙の力 ベトナム プラスチック成形 株式会社岩井化成 グローアップ協同組合

◆優良賞◆

氏名 作品タイトル 国籍 職種 実習実施者 監理団体

バイ　ラムダニ
BAI RAMDANI 人生の旅 インドネシア 非加熱性水産加工食品製造業 天生水産株式会社 公益財団法人国際労務管理財団

グェン　ティ　マイ	
NGUYEN THI MAI 日本は何色ですか？ ベトナム 電子機器組立て 株式会社シーエス工業 地域環境福祉事業協同組合

オトゴンジャルガル　アンギルマー 
OTGONJARGAL ANGIRMAA

ナットーに教えられたこと モンゴル 介護 社会福祉法人ハイネスライフ GTS 協同組合

インドリヤ　メラニ	
INDRYA MELANI 漢字を学ぶ楽しさ インドネシア 電子機器組立て 旭電器工業株式会社 ELC事業協同組合

レー　ディン　チュン 
LE DINH TRUNG

日本での一年目 ベトナム 自動車整備 函館トヨペット株式会社 全国中小事業協同組合

テイン　テイン　カイン	
THIN THIN KHAING 病院食を作る仕事をして思ったこと ミャンマー 医療・福祉施設給食製造 日清医療食品株式会社 協同組合アシスト

バック　ミン　トゥー	
BACH MINH THU 三月二十日 ベトナム 工業包装 マップス株式会社 協同組合西海協

ドウィ　マルディカ　サリ	
DWI MARDIKA SARI 憧れの存在 インドネシア 溶接 平本産業株式会社 デジタル共販事業協同組合

アネウ　ムスティカ　ラハユ	
ANEU MUSTIKA RAHAYU 喪失の先の新たな一歩 インドネシア パン製造 株式会社タカキベーカリー 協同組合西海協

アイコ　スチフタ　ラマダン 
AIKHO SUCIFTA RAMADHAN

父の背中追って、日本で見つけた宝物 インドネシア ビルクリーニング 株式会社ビークルーエッセ 広昌会協同組合

ソウ　ウ
宋　　雨 実習で学んだこと 中国 水産練り製品製造 株式会社紀文食品 すずらん協同組合

アグス　サリム	
AGUS SALIM 夢を諦めない インドネシア 塗装 株式会社浅野歯車九州 公益社団法人日本・インドネシア経済協力事業協会
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最優秀賞

アリウンボルド　ムンフトール	
ARIUNBOLD MUNKHTUUL

優しさで包まれた贈り物

　ある朝、職場で年配の同僚、村田さんが

「ちょっと助けてくれる。」と声をかけてきまし

た。携帯のアラームが鳴りっぱなしで、止め方

がわからないというのです。私は止め方を教

え、次回どうすればいいのかも説明しました。

すると、「ありがとうね。」とほっとしたように

微笑み、私も自然と笑顔になりました。

　翌朝、村田さんは新聞紙に丁寧に包まれた小

さな包みを手渡してくれました。「これ、よかっ

たら。」そう言われて開けてみると、中にはリ

ンゴジュースが入っていました。ただのジュー

スなのに、胸がじんと熱くなりました。驚いた

のは、贈り物そのものではなく、それが大切そ

うに包まれていたことでした。まるで、小さな

宝物のように感じました。

　最初は、ちょっとした習慣なのかなと思いま

した。でも、どこか懐かしさを感じたのです。

それから少しずつ会話が増え、お菓子を交換す

ることもありました。そうして気がついたの

は、村田さんがくれるものは、いつも何かに包

まれているということでした。

　キッチンペーパーとビニール袋に包まれたリ

ンゴ。野菜ジュースの広告を折りたたんだ中に

忍ばせた飴やチョコレート。小さな封筒に丁寧

に入れられたお煎餅。ある日、思い切って聞い

てみました。

　「村田さん、どうしていつも何かに包んで渡

してくれるんですか。」すると、柔らかく微笑

み、「新鮮さを保つためにね」と答えてくれ

「なるほど…」と頷いたものの、その言葉が

ずっと心に残りました。新鮮さを保つために。

　その夜、ふと幼い頃の記憶が蘇りました。私

が九歳のとき、祖母と最初で最後の旅行に出ま

した。行き先は日本でした。京都の街を歩いて

いたとき、祖母が干し果物の小袋を買ってくれ

ました。でも、そのまま手渡すのではなく、か

ばんからハンカチを取り出し、ゆっくりと包ん

でから渡してくれました。「おばあちゃん、何

でわざわざ包むの。」そう聞くと、祖母は微笑

んで、「あとで開けたときに、それが大切な人

を思う気持ちと一緒に届くようにね。」と言い

ました。

　あれから何年も経ち、私は仕事を求めて再び

日本にやってきました。日本で過ごす日々の中

で新聞紙に包まれた優しさ、ビニール袋に折り

たたまれた思いやり、何気ない仕草に込められ

た温もりを受け取っていました。村田さんは家

族ではなく、私も言葉が完全には通じなかった

けれど、祖母がしてくれたような優しさをそっ

と差し出してくれました。小さな包みを通し

て、「あなたを大切に思っていますよ。」と伝え

てくれていました。日本での時間がいつか終わ

るとしても、たとえどこへ行こうとも、私のた

めに優しさを包んでくれたあの手を、決して忘

れません。

　そしていつか私も、誰かに小さな贈り物をす

るときは、きっと包んで渡すと思います。

　新鮮さを保つために。温かさを守るために。

　そして、どこにいても、それが誰かの優しさ

だったと感じてもらえるように。
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

加藤　綾花藤田螺子工業株式会社　品質保証部　生活指導員

　ムンフトールさん、最優秀賞受賞おめでとうございます。
　明るい人柄で努力家のムンフトールさん。
　日頃から社員と日本語で積極的に言葉を交わし、日本語能力を向上させるだけでなく、コミュニ
ケーションを取ることで、良好な人間関係を築かれています。
　仕事に対する姿勢はとても真面目で、的確かつ丁寧に業務をこなし、後輩実習生に率先して通訳
を行ってくれ、非常に助けられています。
　日本語勉強も努力を惜しまず一生懸命励んでおり、その努力が実を結び、今回の結果に繋がった
のだと思います。
　目標に向かって日々努力しているムンフトールさんの姿は、私自身が見習わなければならないと、
刺激を受けています。
　残りの日本での生活が有意義な時間となるよう微力ながらサポートしていければと思います。
　今後の更なる活躍を願っております。

モンゴル
機械検査
藤田螺子工業株式会社
九州ネット協同組合

アリウンボルド　ムンフトール

　このたびは最優秀賞をいただき、誠にありがとうございます。
　受賞は予想しておらず、日本語力の挑戦と人との交流を目的に応募しました。
　８月に知らせを受けたときは驚きと喜びでいっぱいで、生活指導員の加藤さんか
ら聞いた際には村田さんを抱きしめて喜びを分かち合いました。
　今回で２回目の参加ですが、いつも「人との関わり」がテーマに浮かびます。
　日々の交流が人生を豊かにし、前に進む力をくれると感じています。
　今の私があるのは、周りの人々の支えがあってこそです。
　この賞は藤田螺子工業株式会社の皆様、九州ネット組合の先生方、そして先輩や
後輩の支えのおかげです。
　特にいつも優しく接してくださり、今回の作文を書くきっかけをくださった村田
さんには、特別なお礼を申し上げます。今後も感謝を忘れず努力を続けます。
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最優秀賞

まいどはや

　私は、今年で介護技能実習生三年目として、

富山県の高齢者施設で働いています。毎日仕事

しながら、日本語だけでなく、介護用語も覚え

ながら、富山の方言も勉強しはじめました。

　昔、神奈川県で留学をした時に勉強をした日

本語と違い、私にとって富山弁は全く新しい言

葉に聞こえました。はじめて高齢者施設に来

て、入居者様と話をしました。「こんにちは、

インドネシアのエンダです」「よろしくお願い

します」と自己紹介をしました。すると「まい

どはや、よろしくお願いします」と言われまし

た。私は、まいどはやという言葉をはじめて聞

き、意味が分かりませんでした。職員の方に、

「まいどはやは、こんにちはという意味だよ」

と教えてもらい、早速他の入居者様に「まいど

はや」と富山弁で挨拶をしてみました。今度は

「きのどくな」と返事が返ってきて、また知ら

ない言葉だったので、職員に「それはありがと

うという意味だよ」と教えてもらい、こんなに

も富山弁は言い方が違うのかと、驚きました。

　ある日、私が入居者様をベッドから車椅子に

移乗すると、その方は「お姉さんえらいね」と

言われました。私は褒められたと思い「ありが

とうございます」と返事をすると、不思議そう

な顔をされたので、私の返事が違うのかと聞い

てみると、「えらいは富山弁でしんどいとか、

つらいという意味だよ」と教えてもらいまし

た。それは私が一生懸命介護をしている姿を見

て、寄り添ってくれている言葉と知り、とても

うれしかったです。他にも「だいてあげっ

ちゃ」と言われた時には一番驚きました。それ

は入居者様と「旬のマスカットが食べたいね」

と話をしている時の事でした。急に男性の入居

者様が「オレだいてあげるちゃ」と言われ、抱

かれるのかと嫌な気持ちになりました。しか

し、それはお金を出してくれるという意味で、

勘違いをした私は、恥ずかしい気持ちと、うれ

しい気持ちになり、益々富山弁の面白さと、難

しさに魅力を感じ、もっと勉強をしたいと思い

ました。

　職員同士では富山弁をあまり使っていないけ

れど、富山県の特別養護老人ホームで、高齢者

の方と関わる事がなかったら、こんなに富山弁

を勉強することはなかったと思います。富山弁

の意味を知れば知る程楽しく会話ができ、コ

ミュニケーションもスムーズになったと思うの

で、これからも入居者様に積極的に声を掛け、

私も勉強し、皆様が私と話をする事が楽しみと

思ってもらえる介護福祉士になりたいです。

エンダー　ヌハミダー	
ENDAH NURHAMIDAH
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

エンダー　ヌハミダー

西田　悦子社会福祉法人神通福祉会　あすなろの郷　ユニットリーダー

　この度、「第33回日本語作文コンクール」最優秀賞を受賞、おめでとうございます。
　昨年も日本語作文コンクールに応募し、佳作に選出され、職員一同喜びを分かち合いました。で
も、エンダさんはこの結果に満足されず「来年はもっと良い結果になるように頑張ります」と言っ
ておられ、その向上心に感心させられた事を昨日の事の様に思い出されます。
　そして、今年は有言実行で最優秀賞！結果を聞いた時、本当に嬉しかったです。
　日本語だけでなく富山弁もマスターしようと努力する姿勢には本当に頭が下がります。そんなエ
ンダさんだからこそ、輝かしい受賞に繋がったのでしょう。これからもさらなる飛躍を心から応援
しています。

　この度、第33回外国人技能実習生日本語作文コンクールで最優秀賞を選んで頂
き誠にありがとうございます。
　３ヶ月程、結果を待ち、良い結果であるように、毎日神様にお祈りをしました。
　結果は最優秀賞。驚きと感動が両方こみ上げてきました。また、表彰式が東京で
行われると言う事で、東京へ行かせ頂ける事もとても嬉しかったです。
　しかし、ここまで成長できたのは、自分だけの力ではなく、私に携わってくださっ
た皆様のおかげです。本当に関係者の皆様に感謝しています。ありがとうございま
した。
　日本に来る前に日本語ができたら仕事も楽にできると思って勉強をしていまし
た。しかし、方言という壁に直面し、日本語だけではなく富山弁が分からないと利
用者様との会話は難しいと思いました。毎日、仕事中や自宅に帰ってからも、セカ
ンドランゲージとして富山弁も勉強し始めました。最初は意味も言い方も違うので、
勘違いが多く大変でしたが、勉強すればするほど面白く、実際に利用者様に使って
みると、通じるようになってきて、今では楽しく利用者様と簡単な富山弁で会話も
出来ています。これからも、日本語と富山弁をスムーズに使える様に日々努力して
いきたいと思います。
　このようなチャンスを作って頂いたJITCOの皆様に心から感謝します。本当に
ありがとうございました。

インドネシア
介護
社会福祉法人神通福祉会
サイハン富山協同組合
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最優秀賞

ミャンマーの地震で気づいたこと
キン　チョー　チョー　サン	
KHIN KYAWT KYAWT SAN

　 ３月28日午前12時50分。ミャンマーでマグニ

チュード7.7の大地震が起きました。その

ニュースを知ったのは、仕事が終わって帰る準

備をしている時でした。上司からの知らせを受

けて、あわててテレビをつけました。テレビで

目にしたのは、倒壊した建物と必死に助けを求

める人々。まさに地獄そのものでした。私は誰

かに胸を足で蹴られたような強い衝撃を受けま

した。なぜなら地震が発生したのは、実家があ

るミャンマー中部のマンダレーだったからで

す。家族や友人と連絡が取れたのは、地震発生

から数日後のことでした。みんなの安全が確認

できた時は、体の力が抜けて、思わず号泣して

しまいました。

　ミャンマーは地震がほとんどない国です。そ

のため耐震性のある建物が少ないです。また地

震警報の仕組みや、緊急救助センターの体制は

ありませんでした。その結果、大きい被害を生

んでしまいました。

　今回の地震を通して、私は二つの気づきがあ

りました。一つ目は、準備・訓練の大切さです。

地震の多い日本では、災害の準備や避難訓練が

しっかり行われています。それによって培われ

た習慣は、緊急時に多くの命を救うことができ

ます。会社に入る前、組合で防災について学び

ました。地震や津波の映像も見て知識を得まし

たが、他人事として感じていました。今回起き

たミャンマーの地震を通して、災害に対する教

育活動や、定期的な訓練の大切さを実感しまし

た。日本は地震や津波などを何回も経験してい

ます。その悲しみの中で、準備と訓練の大切さ

を学んできたのだと思います。どんなことにも

事前に対策をしっかりする意識と行動が、日本

を技術的にも経済的にも発展させてきたのだろ

うと思います。今回の大地震を教訓に、ミャン

マーも準備と訓練の大切さを日本から学ぶ必要

があると思います。

　二つ目の気づきは、人々のつながりの大切さ

です。地震が発生して数日たったある日のこと

です。寮の近くにあるコンビニの店頭に「ミャ

ンマー地震災害に伴う援金募金」というポス

ターが貼ってありました。そして募金をしてい

る日本の方を見かけました。その時に涙が出そ

うなぐらい感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。「一人はみんなのために、みんなは一人の

ために」という言葉があります。日本は災害が

起きた時、励まし合い、支え合いながら悲しみ

を乗り越えてきました。その経験が、ミャン

マーへの募金活動につながっているのだと思い

ます。日本人の思いやりとつながりを大切にす

る精神は、心を一つにし、戦争のない美しい世

界を作る可能性を持っていると思います。

　私は実習生として日本へ来られたことを大変

誇りに思っています。これからも日本の技術や

日本語を熱心に学ぶと共に、日本の方の考えや

精神も身につけていきたいと思います。そして

日本で学んだことを、ミャンマーの人々に伝え

たいと考えています。
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

西本　功司伊賀産業株式会社　技能実習指導員

　来日からわずか１年少しと短い期間で受賞されたことは日頃の日本語勉強の成果が表れたのだと
思い本当に頭が下がる思いです。お仕事の現場は多種多様な国の方々が在籍されており、仕事内で
の言葉のやり取りは日本語となっております。その中で自分の思っていることを伝えるのはかなり
難しいこととは思いますが日々努力なさっています。また、他の国の方々とも仲良く仕事、プライ
ベートを過ごしてらっしゃることや他の国の方々と共に地域行事にも参加され日本人のやさしさ、
あたたかさに触れ感銘を受けてらっしゃたこととても印象に残っています。これからも共に地域の
行事・文化に触れていきましょう。キンさん、この度は日本語作文コンクールでの最優秀賞受賞本
当におめでとうございます。

　このたびは、作文コンテストにおいて栄えある賞ならびにトロフィーを賜り、誠
にありがとうございます。今回の受賞は、ひとえに教師組合の先生方、そして伊賀
産業の皆様からの温かいご支援とご指導の賜物であり、心より感謝申し上げます。
　この受賞は、私の人生において決して忘れることのできない大切な思い出となり
ました。
　また、優勝という大きな励みをいただいたことで、これからさらに努力を重ね、
より一層成長してまいりたいと存じます。さらに、私の文章を通じてお伝えした地
震に関する情報が、より多くの皆様に広まり、防災への意識向上につながれば、こ
の上ない喜びでございます。
　最後になりましたが、このような素晴らしい機会を設けてくださいましたこと、
そして私の努力を高く評価してくださいました審査員の皆様方に、改めて心より深
く御礼申し上げます。

キン　チョー　チョー　サン

ミャンマー
畜産農業
伊賀産業株式会社
国際ビジネスコンサルテイング事業協同組合
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最優秀賞

この美しい世界に生まれてくることができたの

は父と母のおかげです。私たちは生まれる場所

も生まれ育つ国も選ぶことはできません。私が

この世に生を受けたその日は両親にとっても幸

せな日でした。健康な体に生まれ、父と母がい

ることは私にとって人生最大の幸せです。私の

家族は少数民族でベトナム北部の山間部に暮ら

しています。小さいころ、家族の経済は厳しく

両親は定職に就かず農業で生計を立てていまし

た。自然の影響で豊作に恵まれる年もあれば不

作の年もあります。収入はほとんどないです。

子供のころから父と母の苦労を目の当たりにし

てきました。長女としてこの小さい村を出て都

会で働きお金を稼いで少しでも「父と母の生活

を楽にさせたい」それが私の目標でした。頭の

いい子ではありませんでしたがあきらめず最後

まで頑張り続ければきっと出来ると信じて努力

し続けました。高校を卒業した後、進学せず日

本に行くことにしました。理由は二つありその

一つは家族のためです。もし私が大学に行った

ら家族の経済はさらに厳しくなるはずだと考

え、両親は今以上に何倍も働いて苦労するだろ

うと思い、日本に来て働くことは良い選択だと

思いました。私が日本に「行きたい」と父に打

ち明けた日、父はじっと考え悩んでいるようで

した。父は無口で自分のことはあまり話さない

人ですがいつも私のやりたいことを応援してく

れています。ただ今回は少し悩んでいる様子が

伝わってきました。父は日本がどんな国かも知

らず、ただ名前を聞いたことがあるだけでし

た。だから心配していたのです。何も言いませ

んが父の目つきやため息でわかりました。日本

語を学ぶため、首都に行くことになりバスに乗

る前、父は財布から全てのお金を私に渡し、ガ

ソリン代だけ残しました。その瞬間、私は涙を

こらえきれませんでした。父は若いころに夢が

ありましたが時代の事情で叶えられませんでし

た。私が村を出ることは自分の夢であると同時

に、父の夢でもあると思っています。2022年 ５

月日本に持ってきた荷物は、ただの荷物ではあ

りませんでした。背中のリュックには私の夢、

人生の責任、そして家族の愛が詰まっていまし

た。 ３年間の実習を終えて家族に会えると信じ

ていましたが、父が突然亡くなりました。何も

言わず私を置いて行った父。言葉では言い表せ

ないほどの悲しみに襲われ、仕事も勉強も手に

つかない日々が続きました。「あのときもっと

父と話していれば」と、後悔ばかりが残りまし

た。毎日泣いていた私ですが、ある日ふと思い

ました。「もし父が今の私を見たらきっとがっ

かりすると。そんなとき、父がかつて言ってく

れた「お前は私の誇りだ」という言葉を思い出

しました。その言葉に支えられ、前を向く決意

をしました。父はもういませんが、きっとどこ

かで私を見守ってくれていると信じています。

日本に来た目的を忘れず自分のためだけではな

く家族のためにも、これから頑張り続けます。

なんのために私はここにいるのか
リュ　ティ　ニュ	
LIU THI NHU
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

リュ　ティ　ニュ

坂本　恵理

ベトナム
介護
医療法人六和会
人材創造事業協同組合

� 医療法人六和会　介護老人保健施設　　　　　　
� 六和会　センテナリアン　キャリア支援室　室長

　ヌーさん最優秀賞受賞本当におめでとうございます。施設職員一同自分のことのように喜んでお
ります。１期生で入職し入国時はＮ４でしたが、日本語を指導する職員も手探りの中　休憩時間も
惜しまず日本語を勉強し約２年でＮ１に合格しました。この受賞は本人の努力の賜物だと確信して
います。その真面目で誠実な人柄は職場でも信頼されています。職員はとにかく日本語で話しかけ、
本人は分からないことは調べる・聞くことを繰り返し学習していました。作文にも有りましたが、
強い意志と目的を持ってきている実習生に対して受け入れる側も覚悟とスキルアップが必要だとこ
の作文で改めて痛感しました。今からも目標に向かって一緒に頑張りましょう。

　この度、最優秀賞を頂き誠にありがとうございます。『受賞したよ』と室長から
連絡を頂いたときに驚きと共に大きな喜びが込み上げていましたがそれ以上に室長
がとてもうれしそうでした。このような素晴らしい賞を頂戴することが出来たのは
もちろん自分自身の努力もあると思いますが日頃から私を支えてくださった多くの
方々のご指導のおかげであると、深く感謝しております。以前、出張報告書に「い
つか日本語弁論大会に挑戦してみたい」と記したことがありましたが、その思いが
今回の日本語作文コンクール参加のきっかけの一つになりました。私は元々人前で
話すことがあまり得意ではなく大勢の前に立つと緊張のあまりの声が出なくなるほ
どで、自分の苦手を意識し、少しずつ乗り越えていこうとしています。このような
貴重な機会を通じて自分の弱さと改めて真摯に向き合い、より良い自分を目指して
参ります。
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優秀賞

リ　シャオマン
李　暁曼

人生という電車の旅

　私は電車で旅に出かけることが大好きです。

人生はまるで電車の旅のようだと思います。私

たちはそれぞれ異なる目的地を目指し、異なる

タイミングで駅に立ち寄り、様々な人々と出会

いながら進んでいきます。駅で出会う人々との

交流も人生を豊かにする重要な要素だと私は考

えています。

　ある日、私は日本で初めて電車の旅に出かけ

ようと決意し、切符を購入するため駅に向かい

ました。その日は週末で、駅は慌ただしかった

のですが、旅行ガイドで勉強していたので何も

問題はないと考えていました。しかし、自動販

売機の操作方法が分からず、早くも困難に遭遇

しました。私の後ろにはたくさんの行列が出来

ています。それは私が切符を購入するのが遅い

ためのものだとわかりました。どうすることも

できずに途方に暮れ、後ろを振り返ったその瞬

間、後ろに並んでいたおばあさんが、信じられ

ないほど温かい笑顔で私を見つめてくれていま

した。「どうしたの？一緒に手伝いますよ」と

優しく私に声をかけてくれました。おばあさん

はさらに後ろの人達に何かを言っていました。

その日本語はほとんど聞き取れませんでした

が、「ちょっと待ってあげて」という言葉だけ

は分かりました。おばあさんは私を助けるだけ

でなく、周りの人々にも優しい配慮を見せてく

れ、私は心から救われた気持ちになりました。

　無事切符の購入は完了したのですが、おばあ

さんは駅員さんと会話している間とても難しい

表情だったので、恐らく順調に購入できていな

かったのだと思います。申し訳ないことをして

しまったと私は反省していると、その直後に私

の心を震わせる衝撃の一言がありました。「ご

めんね。次会った時には上手に買えるよう勉強

しておきますね」と言ったのです。人を助ける

だけでなく、人を助けるためにまだ成長を求め

ている姿に感動しました。

　駅のホームに入り私達は同じ道でないことに

気づき別れの時が訪れました。「忘れられない

感動をありがとうございました」そう心の中で

唱え手を振り電車に乗り込みました。電車の中

で私はすぐに切符の写真を撮りました。駅で機

械に回収されてしまうのが寂しかったからで

す。日本での生活で困難に直面した時、私は切

符の写真を見て、おばあさんからもらった勇気

を思い出し、全ての問題に立ち向かっていきま

す。おばあさんが年を重ねてもまだ成長を望ん

でいるように私も努力を続けます。

　電車は時に遅れたり予期せず停車したりする

こともあります。それはまるで人生の試練や困

難のようです。そのような状況でも私は希望を

持って次の駅へ向かって進み続けていきます。

人生は電車の旅。目的地に到着するまでの間

に、さまざまな経験や出会いを通じて成長し、

豊かになる。次の駅で何が待っているのか、ど

んな人々と出会えるのか、そんな期待を胸に、

私は今日も人生という旅を続けていきます。
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

森川　太一郎旭電器工業株式会社　河芸工場　技能実習責任者

　リシャオマンさん、「優秀賞」の受賞おめでとうございます。
　普段から中国人技能実習生とのコミュニケーションの中で簡単な通訳をこなすなど、日本語の力
が優れており、さらに日本語検定の勉強にも熱心に取り組んでいますね。そのような日々の努力と
真剣な姿勢が、今回の素晴らしい成果につながったと思いますので、私たちも大変誇りに感じてい
ます。今回の受賞は、これまでの頑張りが認められた証であり、大きな励みになることと思います。
残りの技能実習期間も、健康に気をつけながら、前向きに取り組み、さらに大きく成長されること
を心から期待しています。

　今回、JITCO主催の作文コンクールで「優秀賞」をいただくことができ、とて
も嬉しく思っています。日本で技能実習生として生活する中で感じたことや学んだ
ことを、自分の言葉で表現した作文が評価されたことは、大きな自信につながりま
した。日々の実習や生活の中で支えてくださっている会社の皆さんには、心から感
謝しています。今回の受賞を励みに、もっと日本語の勉強にも力を入れながら、技
術や知識をさらに深めていきたいです。そして将来は、ここで得た経験を母国に持
ち帰り、地元の発展に貢献できるような人になりたいと思っています。これからも
一歩ずつ成長していけるよう、努力を続けていきます。

中国
電子機器組立て
旭電器工業株式会社
ELC事業協同組合

リ　シャオマン
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優秀賞

　日本に初めて来た日のことを今でもよく覚え

ています。ワクワクしながらも、不安な気持ち

もありました。介護の研修生として、新しい国

での生活が始まりましたが、特に日本語に自信

がなくて心配でした。利用者の方とうまく話せ

るか不安でいっぱいでした。でも、すぐに気づ

いたのです。介護は言葉だけでなく「心」でつ

ながる仕事だということに。やさしい笑顔、思

いやりのある行動、そしてあたたかい気持ちが

あれば、言葉が完壁でなくても気持ちは伝わり

ます。

　働き始めたばかりのころ、先輩と一緒に、あ

るおばあさんをトイレにお連れしました。おば

あさんの服が汚れていたので、先輩は私に「脱

がせてください」と言いました。先輩が新しい

服を持って来たので、私は服を脱がせる介助を

しました。でも、おばあさんはとても不安そう

で、私が何をしているのかよくわかっていませ

んでした。私のことをまだ信用してくれていな

いと感じました。そのあと、私はよくそのおば

あさんのお世話をさせていただきました。朝は

レモンティーを作り、足に塗り薬を塗って、お

食事も手伝いました。何日かたったあと、おば

あさんは「ありがとう」と言ってくれて、他の

職員さんにも「とてもよくしてもらっている

よ」と話してくれました。その時、以前あった

不信感がなくなったと感じて、とてもうれし

かったです。

　私は一番大切なことは「がまん」だと思いま

した。うまく伝わらない時や、間違えた時もあ

りましたが、人間関係はゆっくり作るものだと

自分に言い聞かせました。ゆっくり話すように

して、よく聴くことを、先輩たちからたくさん

学びました。そして、言葉よりも「気持ち」が

大事だと気づきました。本当に心をこめて接し

た時、利用者さんもそれを感じてくれたと思い

ます。

　私にとって最も感動的な思い出の一つは、認

知症のため少し暴力的なおばあさんがいまし

た。ある日、その方が入浴を終えたあと、服を

着せる必要がありました。私はやさしく声をか

けながら、その方に服を着せてあげました。そ

のあと、ベッドに寝かせてオムツをはかせ、も

う一度車椅子にのせようとした時、その方が私

の頭に手を触れ、そして、私をだきしめて「あ

りがとう」と言ってくれました。その時、私は

スリランカを出発する前に、母が最後に私の頭

に触れてくれた時の気持ちを思い出しました。

でも、そのおばあさんをお世話するのが最後の

日になるとは思ってもいませんでした。翌日、

その方は亡くなってしまったのです。

　介護を通じて、「愛」「思いやり」「尊敬」は

言葉を超えることを学びました。大切なのは

「心」だと気づきました。このうつくしい真実

を教えてくれた日本に感謝し、どこへ行っても

その気持ちを大切にしていきます。

言葉を超えてつながる心
ティモーティ　アーラッチィゲ　ディミトラー　ニウィヤーンジャニー	
THIMOTHI ARACHCHIGE DIMITHRA NIWYANJANIE
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

船津　悦良株式会社ニューライフサポート　代表取締役

　スリランカから未知の世界に来て、本当によくがんばっています。わからないことだらけの中で
も、いつも笑顔で一生懸命に働いているディミさんは、職場のみんなや施設利用者のみなさんから
愛されています。まずは「笑顔」があれば心の国境を簡単に超えることができることを、ディミさ
んがみんなに教えてくれています。日本語の上達が早いのはそのおかげだと思います。これからも
日本語の勉強、介護の勉強を一緒にがんばっていきましょう。

　このたび、JITCO日本語作文コンクールで、優秀賞をいただけたことを、とて
もうれしく思っています。自分の国を代表できたことを誇りに思います。そして、
作文を書く過程の中で、日本に来てからの生活を振り返ることができ、自分の気持
ちを言葉にすることができたことが、なによりもうれしいです。毎日助けてくださ
る職場のみなさん、そして利用者様に、心から感謝しています。これからも日本語
の勉強、介護の勉強を続け、仕事や生活に活かしていきたいと思います。

ティモーティ　アーラッチィゲ　ディミトラー　
ニウィヤーンジャニー

スリランカ
介護
株式会社ニューライフサポート
国際交流事業協同組合
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優秀賞

　私が今日本で頑張って働けているのは、いろ

いろな人のおかげだと思っています。今日まで

私はいろいろな日本人の方々に助けられてきま

した。私を助けてくれた日本人の中で最も印象

的なのは、ある夏の日に会った親切な親子のこ

とです。

　ある ７月の暑い日、私は必要なものを買うた

めに、電車に乗って初めての場所に行きまし

た。初めてのところへ行くこともあり、私はわ

くわくしていました。目的のものを買って満足

し、いざ帰ろうと思ったとき、その駅から自分

の寮がある駅までどうやって戻ればいいかわか

らなくなってしまいました。日本に来たばかり

で、スマートフォンのインターネット契約もし

ておらず、調べる方法もありません。このまま

では帰れないと思い、どうしようかと困りまし

た。その頃の私は日本人と話すことにもまだ慣

れていません。ですが、私は意を決して、近く

にいる人に聞くことにしました。周りの人はみ

な、忙しそうに速足で歩いています。そのとき

に、小さい女の子を連れた女性がいるのを見か

けました。一目見て、優しそうだと思い、私は

その女性に「○○駅までどうやって行けばいい

ですか」と聞きました。私が困っているのがわ

かり、その女性は、親切に私が行きたい駅まで

の行き方を教えてくれました。ですが、その女

性の話には大阪弁も交じっていたこともあり、

私はその説明を聞き取ることができません。す

ると、その女性は私の寮がある駅まで一緒に来

てくれると言うのです。それは申し訳ないと思

いましたが、日本語で断ることもできず、何よ

り帰れなくて困っていたので、その親切に甘え

ることにしました。その親子と電車に乗ってい

る間、私は何か話さないと、と思いましたが、

緊張で日本語が出てきません。そんな私を見

て、その女性は優しい顔で何も話さず静かに見

守ってくれていました。一緒にいた女の子は私

に、マンガやアニメの話など、いろいろと楽し

そうに話しかけてくれました。ですが、私はう

まく日本語で返事ができません。私はせめても

の気持ちを表すために、その子にそのときたま

たま持っていたベトナムのグリーンマンゴーの

キャンディをあげました。女の子はニコっと笑

い、私に「ありがとう」を言って、そのキャン

ディを受け取りました。結局、その親子は約 １

時間も私に付き合ってくれました。最後につた

ない日本語でお礼を言って別れたあとで、私は

緊張のあまり、名前や連絡先を聞かなかったこ

とに気付きました。

　今、私は仕事を始めて １ 年以上になりまし

た。仕事にも慣れ、日本人との会話もある程度

できるようになりました。グリーンマンゴーの

キャンディを食べるたびにあの親子のことを思

い出します。もし、また会うことがあれば、き

ちんとした日本語でお礼を言って、あの子とア

ニメの話もしたいなと思っています。あの親子

への感謝を胸に、私は今日も頑張って仕事をし

ます。

マンゴーキャンディの思い出
チャン　ティ　タオ　スオン	
TRAN THI THAO SUONG
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

阿部　麻衣子アジアケアユニオンアジア介護協同組合

　この度の受賞、誠におめでとうございます。毎日仕事をしながら、勉強にも励んでいるスオンさ
んだからこそ、もらえた賞だと思います。
　勉強は毎日の積み重ねが大切で、スオンさんはそれをよくわかっています。積み重ねるのはとて
も大変だと思います。自分の日本語が上手になっていると感じることもあまりないかもしれません。
ですが、努力をしている分、必ず上達します。そう信じ続けて、これからも頑張ってほしいと思い
ます。
　介護の仕事は、目の前の利用者さんだけでなく、そのご家族など、巡り巡っていろんなの人の支
えになれる、非常に意義のある仕事だと思います。
　勉強と仕事、これからも頑張ってください。

　仕事中に先生から「作文コンクールで優秀賞を受賞した」と知らせを受けました。
まさか自分が選ばれるとは思っていなかったので、本当に驚き、とても緊張しました。
　ちょうど誕生日も近づいており、さらに10月には一時帰国する予定もあるので、
嬉しいことがたくさん重なり、本当に幸せな気持ちです。この受賞のことは両親に
も伝えたいと思っています。きっと喜んでくれると思います。
　今回の受賞は、みなさんのご指導と支えがあったからこそだと心から感謝してい
ます。宿題として書いた作文を先生が相談にのってくれたり、完成させた日のこと
は今でも忘れられません。その夜遅く、先生は作文提出のためにわざわざ私の作文
を取りに来て、さらに友人と私のためにアイスクリームまで買ってきてくれたこと
も、とても嬉しい思い出です。
　このコンクールを通じて、たくさんの新しい経験と予想もしなかった喜びを得る
ことができました。本当にありがとうございました。

チャン　ティ　タオ　スオン

ベトナム
介護
社会医療法人若弘会
アジアケアユニオンアジア介護協同組合
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優秀賞

　ママ誕生日おめでとう。一生懸命頑張ってあ

りがとう。無理しすぎず、たまにはゆっくり過

ごしてください。ママ大好きだよ。ママは友達

から何かもらいましたか。ママが帰ってきたら

私のお年玉を全部あげるね。それでママが好き

なものを買ってくださいね。でもママはまだ帰

らない。だから絵を描いてあげる。ママにとて

も会いたい。

　31歳の誕生日に母国にいる私の子供からこの

手紙をもらいました。娘は小学校に入学したば

かりなので言葉や文法は間違っていたけど、自

分で書いて送ってくれました。私は手紙を読ん

で赤ん坊のように泣いてしまいました。ふと随

分長いこと手紙を書いていないことに気付きま

した。以前に送った手紙というのは小さいころ

に私の子供と同じように母へ送ったことを思い

出します。私が10歳のころ、母は台湾へ出稼ぎ

に行きました。母がいないことがとても寂しく

て、何通も何通も私のそばにいてほしいと手紙

を送りました。その後母が体調を崩して私の元

へ帰ってきたときに、体調が悪かったにもかか

わらず、母の辛さや悔しさも分からず願いが

叶ったと思い込んでいた私は手紙を書くことが

とても好きになりました。それはとても無邪気

なもので、母の苦労など理解してはいませんで

した。大人になるにつれ自分のことばかり要求

していたことが分かり、恥ずかしくもあり申し

訳なさも覚えました。

　手紙を書くという行為がいつから存在したの

か分かりません。でも手紙は愛を繋ぐ手段の一

つだと信じています。母国がまだ戦争と貧困に

あふれていた時、手紙は全ての家族を繋ぐもの

でした。息子たちは戦地へ行って愛の言葉を送

り、無事に帰ると約束していました。当然約束

を果たせた人、果たせなかった人もいます。で

もその手紙の文字は果たせなかった彼らの生き

た最後の証となりました。とても美しく意味の

あるものでした。

　現在はメールやたくさんのアプリで瞬時に相

手と連絡が取れるようになりました。その便利

さはとてもありがたいもので、子供たちの健康

や両親の状態などを知ることはとても簡単なも

のになっています。でも手紙の温かさのような

力に置き換わるものではないと考えています。

お正月やお祝いでやり取りをする手紙には多く

の愛を込めることが出来ます。特に私のような

内向的な人間にとっては、愛する家族や友人に

自分の感情や愛を自由に表現できる最良の方法

だと信じています。手書きの手紙は書くことも

届くことも時間がかかりますが、メールなどで

は伝えられない貴重な感情や空気感を伝えるこ

とができるはずです。子供たちからの手紙を読

んで、日々の当たり前が決して当たり前ではな

いことに気付きました。早速子供たちへお礼の

返事を書こうと思います。あなたも大切な人に

普段言えない気持ちを手紙で伝えてみてはいか

がですか。きっとあなたも私が信じている手紙

の力を実感することができると思います。

手紙の力
レ　ティ　マイ	
LE THI MAI
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受賞の喜び

指導員のことば

国 籍
職 種
実習実施者
監 理 団 体

谷川　靖典株式会社岩井化成

　この文を読んでいる頃は別の会社で特定技能として頑張っているでしょうか。昨年の最優秀賞で
私たちも嬉しかったですが、あなたが実習を満了してからの優秀賞の知らせもまた嬉しいものです。
表彰式での立派な朗読にとても感動しましたが、そのあとすぐに来年も書きますと言ったあなたは
私にとって誇りです。
　何度も何度も書き直すあなたを見ながら、作文を作り上げる日々がもうないのかと思うととても
寂しいですが、最後の作文がまた優秀賞という結果を受け私たちも大変うれしく思っています。
　体に気を付けて、これからも頑張ってください。
　マイさん優秀賞受賞本当におめでとうございます。

　この度は優秀賞をいただき、誠にありがとうございます。
　作文コンクールに挑戦するのは、今回が２回目でした。昨年の最優秀賞の受賞の
喜びがまだ冷めやらぬ中、今年も優秀賞をいただき、本当に嬉しかったです。私に
色々な事を教えてくれた株式会社岩井化成、グローアップ協同組合の皆さんに感謝
の言葉を伝えたいです。日本に実習に来る事が出来た事は私にとって大きな転機で
あり、作文コンクールに参加した事はとても大きな経験となりました。
　今年の自分の誕生日に娘から手紙をもらいました。とても嬉しくて感動しました。
手紙のような小さなものが、思っている以上に私たちを幸せにしてくれることがあ
ることに気づきました。私はこれらの価値や力が永遠に守られることを心から願っ
ています。
　今年で実習生でなくなる私にとって今回が最後のチャンスだなんてとても残念で
すが、この貴重な経験を胸に、まだまだ私は日本で頑張り続けます。

レ　ティ　マイ

ベトナム
プラスチック成形
株式会社岩井化成
グローアップ協同組合
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優良賞

　僕の人生の第一章は2005年10月28日にインド

ネシアで始まりました。両親と姉と、決して裕

福ではないけど幸せな毎日でした。僕が小さい

頃、母が乳癌になりました。父と姉はよく母を

病院へ連れて行くので、小さい僕は一人で家に

居ることが多くなりました。寂しかったけどす

ぐに治ると思い我慢しました。でも病気は悪化

し母は手術をしました。手術の後、母は元気に

なりました。神様は母に回復の時間を与えてく

れたんです。でもそれは数か月でした。脳に腫

瘍ができ、糖尿病になり…それでも母は病気と

闘いました。小さい僕は何もすることができず

病気と闘う母を見ている事しかできませんでし

た。2017年 ５ 月 ８ 日、母の人生の旅は終わりま

した。母の居ない生活は悲しかったですが時間

と共に少しずつ慣れていきました。

　高校生になり、将来は軍隊に入ろうと思い父

に話しました。ですが、当時父にはお金があり

ませんでした。僕は父の気持ちをよく分かって

いたので、軍隊を諦めて日本で働くことにしま

した。母が亡くなって ６年後の ５月 ８日に日本

語学校に入りました。日本語は思った以上に難

しかったですが面白かったです。勉強を始めて

４か月経った頃、初めて面接を受けました。緊

張しましたが結果は合格でした！僕は嬉しくて

涙が出ました。父に報告するため久しぶりに家

に帰った時、父の様子が変わっていたので急い

で病院に連れて行きました。肝臓癌でした。も

う治療はできず余命 ３か月と言われました。僕

の国では肝臓癌は治りません。父は伝統的な治

療を試したりと闘いましたが、僕はそんな父を

見ている事しかできず悔しかったです。神様は

父に回復の時間を少しも与えてくれませんでし

た。2023年11月13日、父の人生の旅は終わりま

した。僕は人生が破壊されたように感じ何もす

る気になれず日本へ行くこともやめようと思い

ました。でも姉がそばに居て励ましてくれまし

た。僕にはまだ姉がいます。僕は「もう一度旅

をしよう！」と僕に言いました。

　2024年 １ 月31日、僕は日本へ来ました。人生

の第二章の始まりです。仕事は食品製造です。

そこで学んだことは、人が健康であるためには

栄養バランスや食生活が大切だということで

す。もし病気になっても、病気を改善したり今

以上に悪化させないための大切な役割があるこ

とを知りました。僕の国では、健康と食事と病

気の関係をちゃんと理解している人は少ないで

す。僕は食の大切さをもっと学んで母国に広

め、食を通して病気で苦しんでいる人やその家

族の役に立ちたいです。病気の人が減り健康な

人が増えることは、母国の発展にも繋がると思

います。僕は病気を治す医者にはなれません

が、食を通して一緒に病気と闘えるということ

を今学んでいます。僕の旅は辛いことが多かっ

たけど、今は神様の計画だったと思っていま

す。だから、僕はこの日本で人生の旅を続けま

す。僕の第二章はまだ始まったばかりです。

国 　 籍
職 　 種

実習実施者
監 理 団 体

インドネシア
非加熱性水産加工
食品製造業
天生水産株式会社
公益財団法人国際
労務管理財団

人生の旅

バイ　ラムダニ	
BAI RAMDANI
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優良賞

国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

ベトナム
電子機器組立て
株式会社シーエス
工業
地域環境福祉事業
協同組合

グェン　ティ　マイ	
NGUYEN THI MAI

日本は何色ですか？

　最近、SNS 上で「日本は何色ですか？」と

いう問いが、在日ベトナム人の間で話題になっ

ています。「ピンク」と答える人もいれば、「黒」

と語る人もいます。同じ国に暮らしていても、

見える色は人それぞれです。この問いは、日本

での生活に対する一人ひとりの感じ方を表して

いるかもしれません。

　まず、「日本はピンク色」と感じる人たちが

います。日本は経済的に発展しており、治安も

良く、公共サービスも充実しています。そう

いった安定した環境の中で生活することは多く

の発展途上国出身の人々にとって魅力的に映り

ます。特に、以前は円高で、働くことでベトナ

ムの家族に仕送りし、生活を支えることができ

ました。私の友人の中にも、日本に来てから貯

金を増やし、家族の家を建て替えたり、弟や妹

の学費を支払ったりした人がいます。努力すれ

ば結果が出る、そんな環境に希望を感じ「日本

はピンク色だ」と語る気持ちもよく分かります。

　しかしその一方で、「日本は黒い」と感じる

人もいます。なぜなら、実際に日本で生活して

みると、理想と現実のギャップに苦しむ場面が

多くあるからです。例えば、日本に来るために

大きな借金をし、その返済に追われながら長時

間働く日々。仕事のストレスや人間関係の悩

み、さらに日本語がうまく話せないことによる

コミュニケーションの壁、これらはすべて、外

国人にとって大きなプレッシャーです。近年は

円安が進み、物価も上昇し、以前のように貯金

がしやすい状況ではなくなっています。

　また、日本での生活は孤独との戦いでもあり

ます。文化や考え方の違いに戸惑い、何かに悩

んでも気軽に相談できる相手がいないという状

況は、精神的なストレスにつながります。私自

身も、来日したばかりのころは、言葉も環境も

すべてが不安で、「本当にこの選択は正しかっ

たのだろうか」と悩んだこともあります。そう

いった経験から、「日本は黒色だ」と感じる人

がいても不思議ではありません。

　では、「日本は何色なのか？」という問いに

対して、私はこう考えます。

その答えは、自分の心のあり方や経験によって

変わるものです。確かに、日本での生活は楽な

ことばかりではありません。しかし、苦労の中

にこそ、学びや成長があります。毎日、少しず

つ前に進むことで、たとえ今は「黒」に見える

景色も、やがて「ピンク」に変わるかもしれま

せん。

　これは私が自分で選んだ道です。だからこ

そ、後悔せず、今できることに全力を尽くした

いと思っています。人生の色は、他人が決める

ものではなく、自分自身で描いていくものです。

　毎日の一歩が、未来の自分を作ると信じてい

ます。小さな努力を積み重ねることで、どんな

色でも自分の色に変えることができる。私はそ

う信じています。
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　初めて日本に来たときです。会社の人たちが

ナットーを食べるよう勧めました。食べ物に対

して非常に保守的だった私は、この小さな宝箱

を開けた瞬間、ただただ驚いてしまいました。

香りと粘り気の独特な感触に、その食べ物を受

け入れるためには時間が必要だと感じました。

食べる前からその食べ物に対する恐怖心や不安

があり、無理に食べることができるかどうか心

配でした。

　初めてナットーを食べたとき、味と香りは衝

撃的で、何か不思議な感じがしました。香りは

強烈で予想以上に濃く、口に入れた瞬間に何が

起こったのか理解できない状態でした。味も匂

いも経験したことのないもので、その当時の私

はこの食べ物が自分に合うとは思えませんでし

た。しかし、何度も挑戦しているうちに少しず

つその魅力に気づき始めました。

　一年後、私は同じ部屋に住む友人から再び

ナットーを勧められました。最初は「また同じ

ことになるだけよ」と気が進まなかったのです

が、友人の言葉に促され、もう一度試してみる

ことにしました。自分でナットーを購入し食べ

てみると、驚くべきことに前の印象とはまった

く違った感覚を抱きました。味も香りも、以前

感じたような嫌悪感や不安はなく、むしろ非常

に親しみやすく感じられました。かつての「未

知の食べ物」というイメージはなくなり、新た

な楽しみとして受け入れられるような感覚でし

た。その日から、毎朝ナットーを食べることで、

体が目覚めるような気がして、毎日少しずつ活

力を得ることができます。ナットーは単なる食

べ物以上のものとなり、健康の象徴、そして

日々の一部となりました。

　ナットーを通じて学んだことは、物事に対す

る最初の印象や感じ方が必ずしもそのまま正し

いわけではなく、何か新しいことに挑戦するこ

とで、その真価に気づくことができるというこ

とです。初めて挑戦するときはどうしても不安

や恐れが先行しますが、それを乗り越えて何度

も挑戦していくうちに、自然と受け入れられる

ようになります。ナットーが教えてくれたの

は、物事を先入観で「無理だ」と決めつけるの

ではなく、何度も試すことで新しい発見がある

ということです。この学びは、食べ物だけでな

く、私の人生のさまざまな局面で役立っていま

す。

　私にとって、「納豆」はただの食べ物ではな

く、人生の重要な教訓を教えてくれる存在にな

りました。

国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

モンゴル
介護
社会福祉法人ハイ
ネスライフ
GTS 協同組合

ナットーに教えられたこと

オトゴンジャルガル　アンギルマー	
OTGONJARGAL ANGIRMAA
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国 　 籍
職 　 種
実習実施者
監 理 団 体

インドネシア
電子機器組立て
旭電器工業株式会社
ELC 事業協同組合

漢字を学ぶ楽しさ

インドリヤ　メラニ	
INDRYA MELANI

　私はインドネシアからの実習生で、日本語を

学ぶことが大好きです。最初はひらがなやカタ

カナを学ぶことから始めました。これらの文字

はシンプルで、覚えるのが楽しかったです。毎

日、新しい文字を覚えるたびに、自分の成長を

感じることができました。

　しかし、漢字というものに出会ったとき、そ

の難しさに驚きました。漢字は一つ一つが複雑

で、意味や読み方も多様です。最初は圧倒され

ましたが、漢字を学ぶこともまた新たな挑戦で

あり、楽しさの一部だと気づきました。

　漢字を攻略するために、いくつかの勉強方法

を試してみました。まず、毎日少しずつ漢字を

書いて覚えることにしました。書くことで手が

覚え、自然と頭にも入ってきます。また、漢字

の意味を理解するために、関連する単語や文を

一緒に覚えるようにしました。例えば、「山」

という漢字を覚えるときには、「山登り」や

「山道」といった単語も一緒に覚えました。

　さらに、漢字の歴史を調べることも興味深

かったです。漢字にはそれぞれの背景や物語が

あり、それを知ることで覚えやすくなります。

例えば、「木」という漢字は、木の形を表した

ものであることを知り、自然と覚えることがで

きました。

　このようにして、漢字の勉強を続けるうち

に、少しずつ自信がついてきました。もちろん、

まだまだ覚えるべき漢字はたくさんあります

が、一歩一歩進むことが大切だと感じていま

す。日本語を学ぶことは、私にとって大きな挑

戦であり、同時に大きな喜びでもあります。

　これからも日本語の勉強を続け、もっと多く

の漢字を覚え、より深く日本の文化を理解して

いきたいと思います。漢字を学ぶことで日本の

歴史や伝統、そして現代の社会についても多く

のことを知ることができます。例えば、昔の漢

字の成り立ちや、現代の日本での漢字の使われ

方を学ぶことで、文化の深さを感じることがで

きます。

　日本語を学ぶことで、自分自身が成長し、毎

日が充実していると感じられるので、これから

も継続していきます。学習を通じて得られる知

識やスキルは、日常生活や仕事においても役立

ちます。さらに、日本語や漢字を通じて会話が

生まれ、新しい友人とつながることができるの

も大きな喜びです。
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　25歳で踏み入れた日本という国。成田空港に

降り立った時、初めて見る漢字や聞き慣れない

言葉に圧倒され、言葉を失いました。右も左も

分からない異国での生活は、私にとって未知の

道を切り開く挑戦であり、胸には熱い情熱が燃

えています。毎日、昨日よりも今日、少しでも

成長したいと強く願い、日本語の習得を大きな

目標に掲げています。

　2024年 ５ 月、私の日本での生活が始まりまし

た。初めて触れる日本の法律や仕事の専門用

語、そして細やかな言葉遣い。それと同時に迫

る日本語能力試験Ｎ ３ の壁は、想像以上のプ

レッシャーでした。母国語のベトナム語と違

い、日本語には、ひらがな・カタカナ・漢字な

ど覚えることが山のようにあり、「もう無理か

もしれない」と何度も心が折れかけました。し

かし会社の先生や組合の先生の「チュンさんな

らできる！一緒に頑張りましょう！」という温

かい励ましは、私の背中を力強く押し、再び立

ち上がる勇気をくれました。

　私の先生達は、仕事の後や休みの日にも日本

語を教えてくれました。また、私が楽しく取り

組めるように工夫して、オリジナルの宿題を

作ってくれました。先生達のおかげで、最初は

全く聞き取れなかった言葉が、徐々に耳に入っ

てくるようになりました。通訳なしで、先生達

と日常会話ができるようになった時の喜びは、

今でも鮮明に心に残っています。

　そして迎えた12月のＮ ３試験当日。私はこれ

までの努力を全て出し切りました。合格の知ら

せを受けた時、努力が報われた喜びと、支えて

くれた全ての人への感謝の気持ちで胸がいっぱ

いになりました。どんな小さな一歩でも、毎日

必ず前進しようと心に決めています。仕事で疲

れて帰った後でも、日本語の勉強をこれからも

欠かしません。昼食後の休憩時間には、自分で

作った漢字の単語帳を見て勉強していると、同

僚や先生方が集まってきて、言葉のニュアンス

を教えてくれたり、間違いを直してくれたりし

ます。言葉の壁を越えて生まれる温かい交流

は、私にとってかけがえのない時間です。会社、

組合の先生達との食事会は、いつも笑顔と温か

い会話で溢れています。ベトナムの家族と離れ

て暮らす私にとって、先生達は第二の家族のよ

うな存在です。この素晴らしい環境に出会えた

私は、とても幸運だと感じています。

　この恵まれた環境に感謝し、これからもより

一層、努力を重ねていきたいと思っています。

今日まで私を支え、導いてくださった先生達へ

の感謝の気持ちを胸に、何事にも全力で取り組

み、いつか必ず恩返しができるよう、日々精進

していくことを誓います。

　日本で共に頑張る全ての仲間たちへ。困難な

こともあるけれど、私たちは決して一人ではあ

りません。互いに支え合い、励まし合いながら、

これからも一緒に夢に向かって頑張りましょ

う！

国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

ベトナム
自動車整備
函館トヨペット株
式会社
全国中小事業協同
組合

レー　ディン　チュン	
LE DINH TRUNG

日本での一年目
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国 　 籍
職 　 種

実習実施者

監 理 団 体

ミャンマー
医療・福祉施設給
食製造
日清医療食品株式
会社
協同組合アシスト

病院食を作る仕事をして思ったこと

テイン　テイン　カイン	
THIN THIN KHAING

　私は今、病院食を作る現場で実習をしていま

す。実習が始まる前は、病院の食事は薄味で美

味しくないというイメージを持っていました

が、実さいに病院食を作る現場を見て、その考

えが大きく変わりました。

　実習初日、先輩たちが調理しているのを見て

とても驚きました。病気や高れいで食べる力が

弱くなった人たちのために一つ一つの食事がて

いねいに作られていて、すべての工程に意味が

あることを知りました。たとえば、食材をただ

切るのではなく、かみやすさやのどにつまらせ

ないことを考えて大きさを決めていました。ま

た、やわらかく煮たり、とろみをつけたりする

作業もすべて食べる人のことを思って行われて

いました。

　病院食とは思いやりの食じです。薄味でも美

味しく感じられるように、だしを強くしたり、

匂いのある食材を使ったりして味つけがとても

工夫されています。先輩の一人が「美味しくな

いと食べる元気も出ないからね。」と言っていた

のが印象的でした。その言葉を聞いて、私は病

院食がただの栄養補給ではなく人の心まで支え

るのだと実感し、イメージが大きく変わりました。

　見た目もきれいで「食べたい」と思えるよう

に作られているので、患者さんの心も元気にな

り、必要なカロリーをとってなおりも早くなる

と感じます。病院では、お正月などのイベント

食でもその季節に合った料理を出して、病院に

いても楽しめるように工夫されています。料理

を作る人たちの優しい気持ちが伝わってきてわ

たしも感動しました。

　私は食事作りだけでなく、チームで協力する

ことの大切さも学びました。その日に作る料理

のこと、患者さんのアレルギーや好き嫌いにつ

いて毎朝のミーティングでしっかり共有します。

　料理は二時間以内に届けるため、時間と温度

管理がきちんとされています。私は一度、10分

早く粥ができたと言いましたが、実はあと10分

待った方が、もっとやわらかく、美味しくなる

ことを教えてもらい、時間がとても大事だと分

かりました。

　私は今働いている日清医療食品には ６つのス

ローガンがあり、その中の「安全・安心・美味

しい食事をより多くの人へ届けることができる

仕事」という言葉が私の心に残っています。実

際に私はこの通り仕事をしていると感じていま

す。実習の中で私は「思いやり」と「細かい注

意」がとても大切だということを学びました。

料理の温度、盛り付け方、見た目、時間管理、

すべてが患者さんのことを考えています。初め

は作るだけと思っていた自分が今では「相手の

ことを考えて作る」という気持ちを持てるよう

になりました。

　将来、この分野で働くようになった時は、思

いやりと責任感を忘れずに心をこめて作れる人

になりたいです。この実習での経験は、とても

大切な第一歩になりました。これからも努力を

続けて成長していきたいと思います。
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　三月二十日は、私にとって特別な意味を持つ

日になりました。以前は、母が出生届を出した

日というだけで、また貧しかったせいでもあ

り、子どもの頃も誕生日を祝ってもらった記憶

もほとんどなく、何となく過ごしていました。

でも、日本に来てから、周りの人々の温かさに

触れ、この日が特別に感じられるようになりま

した。

　職場には、なんと私と同じ誕生日の部長がい

て、去年はお祝いの言葉をかけてくださったの

です。「あ、今日は私の誕生日だったんだ」と、

思いがけず気づかされて、とても嬉しくなりま

した。そして今年は、私が親しみを込めて「お

じいちゃん」と呼んでいる上司が、「次の

トゥーさんの誕生日が楽しみだね」と笑顔で話

しかけてくれて、素敵なプレゼントをいただき

ました。私の誕生日を覚えて、楽しみにしてい

てくれたことが、本当に嬉しくて、胸がいっぱ

いになりました。その時、そのおじいちゃんが

「三月二十日は、昼と夜の長さが同じで、春の

始まり。だから良い日なんだよ」というのを教

えてくれました。さらに調べてみると、この日

は「国際幸福デー」でもあると知り、もっと特

別に思えるようになりました。世界中の人々が

幸せを感じる日だなんて、どんなに素晴らしい

でしょう。

　春は新しい始まりの季節で何かを始めるには

ぴったりの頃だと思います。この日から、幸せ

な出来事がたくさん始まる気がしています。

ずっとやりたい習い事を始めてみたり、新しい

スキルを学んでみたり、小さな目標を立てて、

一歩踏み出してみませんか。小さな一歩が、大

きな変化を生み出すかもしれません。これから

始まる新しいチャレンジに、ワクワクしながら

前向きに取り組んでいきましょう。私自身に

も、皆さんにも、たくさんの幸せがあふれる新

しい始まりの日が訪れますように。

　色々な出来事が重なり、改めて「お母さんこ

んな素敵な日に生まれさせてくれてありがとう

ございます」と心から感謝したいと思います。

国 　 籍
職 　 種
実習実施者
監 理 団 体

ベトナム
工業包装
マップス株式会社
協同組合西海協

三月二十日

バック　ミン　トゥー	
BACH MINH THU
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国 　 籍
職 　 種
実習実施者
監 理 団 体

インドネシア
溶接
平本産業株式会社
デジタル共販事業
協同組合

憧れの存在

ドウィ　マルディカ　サリ	
DWI MARDIKA SARI

　子どもの頃、誰もが一度は「大人になったら

何になりたいか」を思い描いたことがあると思

います。実際にその夢を実現する人もいれば、

時が経つにつれて忘れてしまう子どもの夢に過

ぎないものもあります。

　私の夢は教師になることでした。人に教える

ことが好きで、特に子どもたちと関わることに

憧れていました。しかし、今の私は溶接をして

います。夢とは違いますが、今はこの道に誇り

を持って日々過ごしています。教師にはなれま

せんでしたが、今後は私が後輩を指導する立場

になります。分からないことを後輩に教える中

で、彼女たちから「ありがとう」と言われると

きは、ふと「私は今、少しだけ夢に近づいてい

るかもしれない」と思うことがあります。だか

ら私は今前向きに実習に取り組んでいます。前

向きに頑張れる理由はもう一つあります。それ

は、憧れの存在がいることです。会社の女性社

長です。社長を見ていると女性で溶接ができる

なんてかっこいいと思うようになりました。彼

女は溶接もできるし、フォークリフトの運転も

できます私の目には彼女は「何でもできる人」

として映っています。社長が仕事をしている姿

を見るたびに「本当にかっこいい、私も社長の

ような女性になりたい」と何度思ったことで

しょう。彼女は工場内で仕事もするし、外で畑

仕事もします。さらには私たち実習生の日本語

学習にも力を入れてくれ、自分の仕事だけでな

く私たちの成長も支えてくれます。彼女は私た

ちの誕生日にも気を配っています。私たちは誕

生日にはいつもとてもおいしいケーキが食べら

れます。そして社長だけでなく、部長や他の会

社の人たちも私たちに心を配ってくれます。私

は以前部長から、「あなたはめったに笑わない

から話す時怒っているように見えるよ」と言わ

れたことがあります。自分では気づいていな

かったので少し驚きましたが、私は彼のアドバ

イスを聞いて、表情を意識し、常に笑顔でいよ

うと心がけるようになりました。断食が明ける

日に、会社の人たちが宿舎にやってきて、私た

ちの大好きな唐揚げを調理してくれた時には、

私は誰よりも笑顔で喜びました。会社の人たち

は食事に誘ってくれたり、スパに連れて行って

くれたりと常に私たちが笑顔になれるように、

いろいろな形で支えてくれています。私も部長

のアドバイスのおかげで社員の方の優しさに笑

顔で応えることができています。部長が言いに

くいことを教えてくれたことは本当に感謝して

います。

　感謝の気持ちを伝えようとすると紙が足りな

いほどの愛情をもらっていると思います。私は

今、日本に来て、この会社で実習できているこ

とが本当にうれしいです。どんなことがきっか

けで自分の人生の宝物が見つかるかは分かりま

せん。これからは新たな夢を見つけ、この経験

を活かし、毎日を大切に生きていきます。
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国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

インドネシア
パン製造
株 式 会 社 タ カ キ
ベーカリー
協同組合西海協

喪失の先の新たな一歩

アネウ　ムスティカ　ラハユ	
ANEU MUSTIKA RAHAYU

　人生には誰にでも、最も辛い瞬間がありま

す。私にとってそれは、父を失った時でした。

　あの日の朝、すべてが変わりました。父が冷

たく横たわっていたとき、私はそっと近づいて

ささやきました。

　「心配しないで。私と母は、精一杯生きてい

くから。安心して旅立って。お父さん、あなた

はずっと私の心の中で生き続けるよ。」その日

を境に、私の人生には大きな穴が空いたように

感じました。今まで頼りにしていた足元を生

い、私の世界は崩れ落ちました。

　父は長い間、肝臓の病気に苦しんでいまし

た。いつも水をあまり飲まず、甘いお茶を好ん

で飲み、何かあれば漢方に頼っていました。当

時の私は、その習慣の危険さに気づくことがで

きませんでした。気づいたときには、父の体は

すでに限界を迎えていました。

　今でも後悔しています。もっと知識があっ

て、もっと力があったら、父にできたことが

あったかもしれない。しかし、どれだけ後悔し

ても、現実は変わりません。私はその現実を受

け入れる強さを学ばなければなりません。

　それから、私は看護師になりたいと強く思う

ようになりました。命を守り、苦しむ人に寄り

添える人になりたいと思いました。しかし、す

ぐには夢に届かず、家族の経済的な理由で、ま

ずは働かなければなりませんでした。

　そんなとき、私はこれまで考えたこともな

かった道を選びました。それは日本へ行くこと

です。なぜ日本だったのか。私が高校生の頃、

日本で働きたい学生を派遣する機関があること

を知りました。そのとき父に「いつか日本に

行ってみたい」と話したことがあったからで

す。あのときは冗談のような夢。でも今こそ、

その夢をかなえたいと思いました。

　日本に来るまでの道のりは決して平坦ではあ

りませんでした。母を一人残すのはとてもつら

かったです。しかし、母は私の未来のために、

大きな心でその背中を押してくれました。技能

実習生として選ばれるために、多くの試験や面

接を乗り越える必要もありました。しかし私は

心を決めて、一歩一歩進みました。これが自分

の未来のための大きな一歩だと信じていたから

です。

　そして今、日本で実習をしながら、多くの人

生の教訓を得ることができました。技術も、考

え方も、自分自身も、大きく成長しました。文

化や言語を学びながら、数え切れないほどの挑

戦に向き合い、乗り越える力を培ってきまし

た。私は少しずつ、喪失を受け入れ、新しい希

望を持って前を向くことができるようになりま

した。喪失は私を強くし、「あきらめない心」

を与えてくれたのです。

　私は信じています。父は今、空の上から安心

して私を見守ってくれていると。たとえ一緒に

いられなくても、私は父と母と、私たちの未来

のために、これからも歩き続けます。喪失は辛

いものですが、その先には必ず自分を成長に導

く新たな一歩を届けてくれるに違いありません。
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国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

インドネシア
ビルクリーニング
株 式 会 社 ビーク
ルーエッセ
広昌会協同組合

父の背中追って、日本で見つけた宝物

アイコ　スチフタ　ラマダン	
AIKHO SUCIFTA RAMADHAN

　子どもの頃、私はよく父が縁側で空を眺める

姿を見ていました。夕空を見ながら、父は「日

本の空もこうだよ」と微笑みました。その瞬

間、私の心には「いつか日本へ」という夢が生

まれました。

　父は技能実習生として日本で働いていまし

た。彼の体験談は私の憧れとなり、「私も日本

へ行きたい」と思うようになりました。

　高校卒業後、警察官（女性）の試験受けまし

たが、不合格に。落ち込みましたが、諦めませ

んでした。新たな道を探し、日本で働くことに

興味を持ち、日本語の勉強を始めました。ひら

がなとカタカタはすぐに覚えましたが、漢字は

とても難しかったです。それでも「日本に行

く」という思いで努力を続け、ついに夢が叶い

ました。

　来日したのは秋から冬へ変わる頃。雨の中、

車から見た紅葉の景色が美しく、強く印象に残

りました。空気が澄んでいて、心まで洗われる

ような気がしました。

　驚いたのは日本の車の窓。とても透明で、外

から中がよく見えるのです。インドネシアのス

モークガラスとは違い、感動しました。細かい

ことかもしれませんが、こういった違いが日本

の丁寧さや配慮を表していると感じました。

　研修では多国籍の実習生と出会い、日本語の

発音の違いに驚きました。中国の友人は話せな

くても漢字に強く、刺激を受けました。皆が一

生懸命学び、支え合っていた姿は忘れられませ

ん。

　初めて祭りを見た時、別世界のようでした。

浴衣姿の女性はインドネシアのクバヤを思わせ

る美しさ。似ていて懐かしく感じました。どこ

か故郷に通じる雰囲気があり、心が温かくなり

ました。

　和服といえば着物だけど思っていた私にとっ

て、浴衣の存在は新鮮な発見でした。日本の文

化は奥が深く、学べば学ぶほど興味が湧いてき

ます。

　この １年、日本での生活は驚きと感動の連続

でした。整然と並ぶ人々、高機能なトイレ、真

面目に働く高齢者、そして自然災害に対する準

備や協力体制など、多くのことから学びまし

た。全てが私の価値観を広げてくれました。

　日本の文化が大好きです。インドネシアとの

違いや共通点を学ぶのが楽しく、これからも多

くを体験したいです。伝統とテクノロジーが共

存する日本の姿は、本当に魅力的です。そして

いつかこう言いたいです。

　「私は、日本の素晴らしさを自分の目と心で

体験しました。」

　父の話から始まった夢は、今は私の物語とな

りました。日本での経験は宝物です。そしてこ

れは、新しい物語の始まりです。失敗は終わり

ではなく、新しい道の始まりです。あきらめか

けたとき、私は父の姿を思い出し、もう一度立

ち上がることができました。
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　私は技能実習生として日本で働きながら、多

くの貴重な経験を積んでいます。日本での研修

を通じて、日本の食品加工技術や品質管理の厳

しさを学び、日本の職場文化や生活習慣にも触

れました。この研修を通じて、技術的なスキル

だけでなく、日本社会の価値観や働き方につい

ても深く理解することができました。

　紀文食品では、原料選定から製品の出荷ま

で、厳格な品質管理が行われています。「お客

様である後工程に喜んで頂ける食品やサービス

を提供する」という理念のもと、温度管理や異

物混入防止など細部にこだわる姿勢が印象的で

した。どんな作業でも妥協せず、徹底した管理

体制が整っていることに感銘を受けました。

　また、職場ではチームワークの大切さを学び

ました。個々の役割が明確でありながら、作業

の進行に応じて助け合う文化が根付いていま

す。日本の職場では、個人の責任を果たしたが

らも、周囲との協力を重視する姿勢が求められ

ます。この経験を通じて、私自身も責任感を持

ち、効率的に仕事を進める方法を学びました。

　この中で言葉の壁を感じることもありまし

た。特に、指示の細かいニュアンスを理解する

のが難しく、何度も確認が必要でした。しかし、

同僚たちはとても親切で、分からないことがあ

れば丁寧に教えてくれます。また、言葉だけで

なく、態度や表情、ジェスチャーでも意思疎通

ができることを実感しました。

　実習中、日本の納涼祭に参加しました。地元

の人々が協力して屋台を準備し、飾り付けをす

る姿に、日本のコミュニティ意識の強さを感じ

ました。また、伝統的な衣装を着たり、和太鼓

の演奏を体験したりすることで、日本文化への

理解も深まりました。

　日本での生活を通じて、時間を大切にする文

化に触れました。日本人は時間を厳守し、計画

的に行動することを徹底しています。電車の正

確さやスケジュール管理の徹底など、時間を無

駄にしない習慣に影響を受け、私自身も計画的

に行動するようになりました。

　また、日本人の礼儀正しさにも感銘を受けま

した。挨拶や感謝の言葉を大切にし、相手を尊

重する文化が根付いています。職場では「お疲

れ様です」や「ありがとうございます」といっ

た言葉が頻繁に交わされ、良好な人間関係を築

く上での重要性を実感しました。

　日本での研修を通じて、食品加工技術や品質

管理の重要性を学ぶだけでなく、チームワー

ク、時間管理、礼儀作法といった価値観も身に

つけました。また、言葉の壁を乗り越える努力

や計画的な行動、周囲との協力の大切さなど、

今後の人生に役立つ多くのことを学んでいます。

　この研修は、単なる技術習得の場ではなく、

自分自身の成長の機会でもあります。これから

も残りの研修期間を大切にし、さらに学びを深

めていきたいと思います。

国 　 籍
職 　 種
実習実施者
監 理 団 体

中国
水産練り製品製造
株式会社紀文食品
すずらん協同組合

実習で学んだこと

ソウ　ウ
宋　　雨
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　私が生まれた家は貧しく苦しい生活をしてい

ました。2016年に中学を卒業した私は、地元で

有名な高校に進学したいと思いました。でも両

親から反対されました。なぜなら、そこは遠く

て通うことができず下宿をしなければならな

かったからです。しかし、私は両親に何度もお

願いし進学を許してもらいました。その時、私

は心に誓いました。苦しい生活を送る両親を楽

にしてあげたい喜ばせたいと。入学して私は懸

命に頑張り、500人中 １ 位になりました。そし

て、大学に行たいと思うようになりました。

　人は誰でも夢を持つと思います。しかし、夢

は必ず叶うとは限らず、簡単に叶うものでもな

いと思います。多くの人々が自分の実力や周り

の状況で夢を諦めようとしてしまうかもしれま

せん。私も何度も諦めかけましたが、ある言葉

が私を変えてくれました。それは「人の夢は電

車のようなものだ」と言う言葉です。これは一

台の電車が過ぎ去った後に次の電車が来るよう

に、人は一定の時間が経つと別の思いや夢が生

まれると言うことです。最初は大学に行くこと

が夢でしたが、今では通訳者になりたいと思っ

ています。通訳者になることが今の夢なのです。

　日本に来る前、日本語学校で一生懸命に勉強

しました。そこで、たくさん友達ができました。

私もそうでしたが、ほとんどの人は家族の生活

を助けるためや両親の借金を払うために日本で

働くと言っていました。実際は、家族と離れて

お金だけのために遠く離れた日本に行くことに

自信をなくし、日本で働くことを諦めた友達が

たくさんいました。しかし、私は日本で頑張れ

ると考えたのです。日本に来たからには長く日

本で働くために日本語の能力を高める必要があ

ります。そうして、通訳者になればいい仕事が

見つかると考えています。でも簡単ではないし

時間がかかります。今も一生懸命に日本語を勉

張していますが、時々、勉張したくなります。

そんな時、家族を喜ばせること、夢を叶えるこ

とを思い直します。

　インドネシアから遠く離れれば離れるほど故

郷を思い出し、長くなればなるほど故郷に帰り

たくなります。家族や幼なじみや子供時代を思

い出すと、すぐにでも帰りたくなります。しか

し、夢と言う目標を達成するためにはしなけれ

ばならないことがまだ沢山あります。今一番大

切なことは仕事でも勉強でも、昨日より今日、

今日より明日がよくなるようにすることです。

どれだけ家族と離れていても、どれだけ疲れて

いても努力することです。努力は結果を裏切る

ことはありません。努力には必ず疲れや諦めが

伴いますが、目標を達成できる人は社会的な地

位などで決まるのではなく、一歩一歩努力し諦

めない人なのです。ですから、私も諦めずに一

歩一歩努力し続けます。

国 　 籍
職 　 種
実習実施者

監 理 団 体

インドネシア
塗装
株式会社浅野歯車
九州
公 益 社 団 法 人 日
本・インドネシア
経済協力事業協会

夢を諦めない

アグス　サリム	
AGUS SALIM
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コマラデウィ
KOMALADEWI
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 介護
実習実施者 社会福祉法人幹の会
監 理 団 体 協同組合ケアサポート瑞穂

大切な出会い

人生には、いくつかの分岐点がある。
そして、私にとってその一つが、日本への旅立ちだった。

飛行機の中で、私は新しい生活への期待と緊張を抱えて
いた。仲間たちと話しながらも、心の奥では自問し続け
ていた。
「私にできるのかな？」
ふと深く息を吸い込み、背もたれにそっと身を預けた。

日本に到着すると、想像以上の寒さに驚いた。 ２月の冷
たい風がコートを貫き、体の芯まで冷えた。翌日、人生
で初めて雪を見た。わずかに降った雪だったが、私に
とっては特別な瞬間だった。

最初の １ヶ月は、日本語学校での学びの日々だった。先
生たちは温かく迎えてくれ、友人たちとの時間はかけが
えのないものになった。
しかし、それが終わると、新たな環境が待っていた。そ
れぞれの職場に配置され、私もまた、未知の世界へ足を
踏み入れた。

最初は言葉の壁に戸惑い、挑戦の連続だった。日本人の

働き方の速さに圧倒され、不安を感じることもあった。
しかし、周囲の仲間が支えてくれたおかげで、少しずつ
仕事の流れが分かるようになった。

「努力は必ずしも成功を約束しない。しかし、努力しな
ければ何も変わらない。」
この言葉を胸に、私は前に進み続けた。

職場の仲間たちの支えがあったからこそ、仕事も楽しく
なった。困ったときには丁寧に導いてくれ、失敗したと
きには励ましてくれた。彼らの優しさと温かさに支えら
れ、私は多くのことを学んだ。ただの仕事仲間ではなく、
共に成長し、助け合う大切な存在となった。
「出会いは人を成長させる。そして、その出会いにはきっ
と意味がある。」

気がつけば、日本での時間も残りわずか。
「さようなら」ではなく、「ありがとう」と伝えたい。
日本へ。
共に過ごした友人へ。
支えてくれた職場の仲間たちへ。
離れていても見守ってくれた家族へ。
そして、自分自身へ。
「よく頑張ったね」と。

この道のりは決して簡単なものではなかった。でも、乗
り越えてきたからこそ、今の私がいる。この旅の終わり
は、新たな始まりでもある。ここで得たものを胸に、私
は次の一歩を踏み出す。

日本よ、本当にありがとう。

ズオン　ティ　ビン　フオン
DUONG THI BINH PHUONG
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 電子機器組立て
実習実施者 松井電器産業株式会社
監 理 団 体 TWG 外国人育成就労協同組合

自分に頭を下げるな―　苦難から成長へ

　若い頃は、夢を追い、新しいことに挑戦する時期です。
しかし、その道は決して楽ではありません。安全な道を
選ぶ人もいれば、成長のために困難に立ち向かう人もい
ます。私は後者でした。
　日本での ３年間の技能実習はまさにその挑戦でした。
仕事をするだけでなく、忍耐力や精神力を鍛え、自分自
身を見つめ直す貴重な時間となりました。
　日本へ行くと決めたとき、家族の反応はさまざまでし
た。応援してくれる人もいれば、「国にいても仕事はあ
るのに、なぜ遠くへ行くのか？」と心配する人もいまし
た。
　でも、私は分かっていました。人生を変えるには、安
全な場所を出て、新しい挑戦をしなければならない。
　出発前、日本語を学ぶために毎日努力しました。漢字
を覚え、発音を練習し、時には挫折しそうになることも
ありました。でも、「これを乗り越えなければ夢は叶わ
ない」と自分に言い聞かせました。
　日本に着いたとき、私は驚きました。清潔な街、時間
通り電車、真剣に働く人々。その一方で、強い孤独を感

じました。標識が読めず、電車の切符の買い方も分から
ない。スーパーでの買い物すら大変。その不安が「もっ
と学び、早く適応しよう」という意欲につながりました。
　仕事は想像以上に大変でした。長時間労働高い規律、
些細なミスも許されない環境。最初はプレッシャーを感
じましたが、次第に気づきました。仕事はただの作業で
はなく、自分を成長させるチャンスだ。努力を続けるう
ちに、私は学びました。成功は運ではなく、努力の積み
重ねで生まれる。
　この ３年間で、私は自立し、困難に立ち向かう力を身
につけました。誰にも頼らず、自分の力で生活する方法
を学びました。
　また、働くことの大切さを実感しました。自分で稼い
だお金が、どれほど貴重なものかを理解しました。日本
語の勉強も続け、Ｎ ３を取得。言葉だけでなく、日本の
文化も深く学びました。
　多くの人が私に聞きます。「日本に行った価値はあっ
たのか？」私の答えは、「非常に価値があった！」です。
この経験は、ただ仕事をするためでなく、新しい考え方
や規律、強い精神力を身につけるための時間でした。
　自分に頭を下げず、前を向いて進み続けよう。
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李　歓歓
LI HUANHUAN
国 　 籍 中国
職 　 種 印刷
実習実施者 株式会社アイカ
監 理 団 体 一般財団法人国際クラブ

不安から希望へ～日本実習生活の歩み

　私はオンライン面接を受け ２年前に夢と不安を胸に日
本へ実習生としてやってきました。日本語も十分に話せ
ず、見知らぬ土地でちゃんと生活できるか、正直とても
心細かったです。 １か月間の研修を終え各工場に配属さ
れました。会社は印刷業です。
　最初の数か月はすべて大変でした。職場で始めは中国
人の先輩から教えてもらったんですが、先輩が満期で帰
国してからは日本人の機長と二人で作業をすることにな
りました。まだ、日本語があまりしゃべらなかったので
機長の日本語が早すぎて聞き取らず何度も失敗しまし
た。ミスをするたびに落ち込みましたが、機長から「分
からないことがあったら、何度でも聞いてもいいよ」と
声を掛けてもらいました。そこからすこしずつ「分から
ないことは恥ずかしくない」と思うようになりました。
私はよく作業中にミスをしていましたが、機長は決して
怒ったり責めたりせず、静かに片付けを手伝ってくれま
した。機長はあまり口数多くありませんが、いつも私の
ことを気にかけてくれ家から野菜や果物を持ってきてく
れました。心からとても感謝しています。
　また、隣の機械の機長もいつもおいしいお菓子をくれ

たり、休日には水族館にも連れてくれてとても楽しかっ
たです。工場長を含め職場の方々は優しくてくれて私は
とても温かい気持ちになりました。これらのやさしさの
おかげで日本に来たばかりの時の緊張や不安がずいぶん
和らぎました。
　生活のなかでは私より １か月早く来たベトナム人のイ
ンターシップの同僚と仲良くなりました。国も言葉も違
いましたが、休日には彼らとお互いに自慢の母国料理を
作って食べたり、翻訳機を使って交流したりして楽しい
時間を過ごしました。言葉が通じなくても心はつながる
ことを実感しました。この友達との時間が私の日本での
生活を温かいものにしてくれました。
　日本語の勉強も毎日コツコツ続けました。仕事で疲れ
ている日もありましたが、みんなとコミュニケーション
を取るために日本語は必要なので毎日頑張りました。そ
の努力の結果昨年日本語能力試験Ｎ ２に合格することが
できました。合格の知らせを聞いたとき、私は本当にう
れしくてすぐに家族や会社の上司に報告しました。社長
からは報奨金もいただき、ますますやるきになりまし
た。そして、私は新しい目標をもっています。今年の ７
月にＮ １に挑戦しもっと深く日本語を理解して自分の世
界を広げたいと思っています。
　この ２年間、日本での実習生活を通じて私はただ技術
や言葉を学んだだけではなく人とのつながりの大切さや
努力を続けることの意味を知りました。日本で得たすべ
ての経験は私にとってかけがえのない宝物です。実習生
活もあと残り一年ですが、これからも感謝の気持ちを忘
れず、夢に向かって歩き続けたいと思います。

エンフアムガラン　ビャンバドラム
ENKH AMGALAN BYAMBADULAM
国 　 籍 モンゴル
職 　 種 機械検査
実習実施者 株式会社日ピス岩手
監 理 団 体 九州ネット協同組合

八回測って一回切る

　モンゴル語には「七回測って一回切る」ということわ
ざがあります。これは「何か行動を起こす前にしっかり
確認し、慎重に判断しなさい」という意味です。モンゴ
ルにいた頃、日本人について「七回ではなく八回測って
一回切る人たちだ」と話しているのを聞いたことがあり
ます。その時はただ笑って流しましたが、日本に来て実
際に自分の目で見てその意味を本当に理解することがで
きました。仕事に慣れてきた頃、職場に作業をチェック
する女性がいました。彼女は私の作業をとても時間をか
けて確認し、ミスを見つけると必ず私に持ってきて
「もっと注意しなさい」と指摘しました。また私が作業
している最中に抜き打ちでチェックをすることもありま
した。その時の私は「自分でしっかり確認したのにどう
してまたチェックするのだろう」とか「私のことを信用
していないのかな？もしかしてきらわれているのか
も？」と考え、少し落ち込むこともありました。しかし
ある日、会社でしっかり包装された製品をもう一度開封
して検査しているのを見かけました。不思議に思い理由
をたずねると「完成した製品の中に不良品が見つかった

ため再チェックしている」とのことでした。その時私は
仕事でミスをすると同僚にどれだけ迷惑をかけるのか、
そして会社に余分なコストが発生してしまうことを初め
て実感しました。そしてあの女性が私の作業を何度も確
認していた理由も理解できた気がしました。彼女は私の
ことがきらいだからではなく、むしろ私のことを心配
し、同僚や会社のために一生けんめい働いていたのです。
彼女だけでなく日本の人々は仕事に対してとても丁寧
で、何度も確認し、ミスをしないよう細心の注意を払う
素晴らしい人たちです。まちに最初に聞いた言葉の通
り、「七回ではなく八回測って一回切る」人々だと思い
ました。つまり私たちが知っている「慎重」というがい
ねん以上に慎重な人たちなのです。
今では私も自分の仕事を必ず再確認するようになり、自
分の仕事に満足できるようになりました。当時私の作業
を心を込めてチェックし、ミスを防いでくれたあの女性
には本当にかんしゃしています。これからも日本でもっ
と素晴らしいことを学んでいけると確信しています。
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佳作 私の家族

グエン　ティ　カム　ニー
NGUYEN THI CAM NHI
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 介護
実習実施者 株式会社ツクイ
監 理 団 体 協同組合企業交流センター

　人は誰もが大切にしていることや夢があります。私に
とって大切なものは「家族」です。家族は私を育ててく
れる根っこにあたる場所です。そして、両親の温かい愛
情に包まれる場所でもあります。私の家族は両親と私の
３人家族で、毎日の食事を一緒にしたり、会話を楽しん
だりすることで幸せを感じられる大好きな宝物です。
　子供の頃、私の家族は裕福ではありませんでした。で
すから両親は朝早くから夜遅くまでずっと働いていまし
た。そんな両親から最初にもらったプレゼントは学習机
でした。それは両親が苦労して育てたキュウリを売った
お金で買ってくれたものです。 ２番目のプレゼントは古
い自転車でした。私が徒歩で通学するのが大変だと感じ
て買ってくれたものです。どちらも私にとって一生忘れ
ないプレゼントです。そんな両親の優しさに私は「これ
からもっと勉強して将来両親を楽にさせてあげたい」と
心に決めました。私は勉強を頑張り賞状を家に持ち帰る
ことができるなど両親を喜ばせることができました。そ
んな中で私はあることを決意したのです。
　それは高校卒業後に日本へ行くことでした。大学へ行
かず日本に行くと両親に伝えた時、最初は反対されまし

た。私は「絶対にやり遂げるから信じてほしい」と伝
え、説得を重ねた結果、両親は私の願いを許してくれた
のです。会社の面接に合格した知らせを聞いた時、本当
に嬉しくてすぐに両親に伝えました。両親は「頑張った
んだから合格して当然だよ」と言ってくれました。で
も、その言葉とは反対に私が大学への夢を諦めて日本に
行くことへの寂しさも感じられました。
　日本へ出発する １週間前から両親の不安や寂しさが日
に日に私にも伝わってきました。病気になった時に誰も
そばにいないこと、働きすぎて体を壊さないかを心配し
ていました。「何か食べたいものある？作ってあげるよ。
向こうにはないかもしれないから」と母は言ってたくさ
んの食べ物や日用品を持たせてくれました。荷造りの
時、私は何度もこっそり泣きました。出発当日、両親は
私の前では泣くのを我慢してくれましたが、私が出発す
る時には涙をこらえきれず、私を抱きしめ「頑張って
ね」と送り出してくれました。今まで一緒に過ごしてき
た娘が、今、自分達の手から離れて遠くに行くのは、両
親にとっては耐え難い思いだったと思います。
　新しい土地で生活を始める私は不安でいっぱいでした
が、今は両親がそばにいない分、自分の休を大事にして、
どんな困難にも負けずに頑張るしかないと思っていま
す。家族の愛から、生きることの意味や他人への愛が生
まれます。誰もがいずれは自立し、遠くへ羽ばたいて新
しい世界を探しに行きます。それでも、心の中ではいつ
も両親が私の帰りを待っていてくれると信じています。
家族はこれからも私にとってかけがえのない存在であ
り、私の心の支えになっています。

エリーン　ラフマワティ
ERLIN RAHMAWATI
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 電子機器組立て
実習実施者 旭電器工業株式会社
監 理 団 体 ELC 事業協同組合

光の道しるべ

　私は技能実習生として日本に来ました。日本語が上手
くなりたいと、日本語検定にチャレンジしていました
が、二度の失敗を繰り返し、合格することを諦めようと
考えていました。
　そんなある日、会社の上司が日本語検定の試験結果を
握りしめて私のところに近づいてきました。私は合格発
表だとすぐに分かり、一瞬目を閉じて集中しました。そ
の後、「合格です」という上司の報告を受け、感動のあ
まり涙があふれ、胸が熱くなりました。それと同時に、
一人の女性に感謝の気持ちを心の中で唱えました。この
合格は、一人の中国人特定技能生の女性の勇敢な姿を見
て達成できたものなのです。
　彼女はいつも素敵な笑顔で、日本人や私たちインドネ
シア人と積極的にコミュニケーションをとり、常に会話
の中心にいるような明るい人でした。彼女は日本語の勉
強を、仕事が始まる前と仕事が終わってから、毎日欠か
さず行うほど熱心で、失敗を恐れず、何度も何度もチャ
レンジしていました。彼女は私に「失敗は成功の母だ
よ」と言って励ましてくれました。彼女の姿勢を見た
り、言葉を聞いて、私の一度や二度の失敗など何てこと

ないのだと思い知らされました。彼女から勇気をもら
い、今の私があるのだと思います。
　ある日、突然、彼女は結婚し、東京に引っ越すと報告
してきました。悲しい気持ちを無理矢理抑え、「もう彼
女の存在は必要ない。これからは自分自身強くなり、成
功するため努力を続ける」と自分に言い聞かせました。
今は後輩もいます。彼女が私を成長させてくれたよう
に、私も誰かに勇気を与え、尊敬してもらえるような存
在になりたいと思います。
　彼女の存在は、私にとって大きな支えであり、彼女の
笑顔や励ましの言葉が、どれほど私の心を温めてくれた
か計り知れません。彼女がいなくなることは寂しいです
が、彼女から学んだことを胸に、これからも前向きに頑
張っていこうと思います。彼女のように、周りの人々に良
い影響を与えられる存在になりたいと強く感じています。
　彼女は私の人生にとって、光の道しるべです。「その
笑顔は希望の光」「その言葉は勇気の源」彼女の存在が
私を強くし、どんな困難も乗り越えられる力を与えてく
れました。
　彼女が去った今も、その光は私の心に輝き続け、また
私の目指している道を照らしています。彼女から学んだ
勇気と努力を胸に、私は前へ進み続けていきます。彼女
のように周りの人々に光を与え、共に成長し、支え合う
存在でありたいです。
　いつの日か、成長した姿で東京の彼女に再会できるよ
うなことがあれば、それ以上の喜びはないのかもしれま
せん。「人と人が光で繋がる道を作る」そんな光景を想
像しながら私は今も一歩、明日も一歩と歩みを進めてい
きます。
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ヌルヒダヤティ
NURHIDAYATI
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 非加熱性水産加工食品製造業
実習実施者 株式会社オークワ
監 理 団 体 国際ビジネス情報協同組合

日本で働く夢

　私の名前はヌルヒダヤティ、二十三歳です。私は高校
を卒業する前から、日本で働くことを計画していまし
た。二〇一九年に高校を卒業した後、すぐに日本語学校
に入学しました。その時、私はまだ十七歳でした。日本
で働くには最低十八歳でなければならなかったため、先
生に「面接を受けることはできない」と言われました。
とても悲しかったですが、それでもできることを諦めず
に頑張りました。二〇一九年九月十五日に私は十八歳に
なるとすぐに面接を受て合格しました。待ちに待った瞬
間だったので、本当に嬉しかったです。合格してからは、
パスポートの作成や健康診断などの準備をしました。し
かし、二〇二〇年にコロナウイルスが流行しました。日
本まであと一歩のところで、私達は待機しなければなり
ませんでした。どんな壁でも絶対に諦めないと心に決め
て、出発に備えてオンラインで勉強を続けました。それ
から約一年が経ち、二〇二一年になっても依然として日
本への扉は閉じたままでした。私は何度も先生に「いつ
になったら日本へ行けますか？」と質問しました。しか
し、ある日突然先生から「残念ながら、コロナ影響で内
定が出ていた会社は受け入れが難しくなりました。あな

た達は日本へ行くことができません」と告げられまし
た。だから、すぐにインドネシアで仕事を始めました。
約六ヶ月間金融関係の仕事をしました。二〇二二年の初
めに、コンビニで働き始めました。インドネシアで働い
ている間は、その後は、コンビニで一年間働き終えて、
再び日本語学校に通う計画を立てました。しかし、退職
する一ヶ月前の二〇二二年十二月二十四日、仕事帰りに
交通事故に遭ってしまいました。私は重傷を負いまし
た。療養中、「本当にもう日本で働けないのか？」とずっ
と恐怖でいっぱいでした。今思えば、私は本当に日本で
働きたかったんだと思います。二〇二三年五月、私は日
本語学校の校長に「骨折していても日本で働くことはで
きますか？」と相談しました。すると、校長は「試して
みるしかない。もし無理だったら、どうすることもでき
ない」と言いました。以前、日本語を勉強していたので、
私はすぐに面接を受けることができ、無事に合格しまし
た。健康診断の結果は問題なく、無事に合格しました。
そして、二〇二四年二月十四日に日本へ出発することが
決まりました。私も家族も本当に嬉しかったです。何度
も試練がありましたが、ついに日本で働くことができる
ようになりました。今、日本で働いて約一年になります。
私は両親を幸せにしています。自分の夢を一つず叶えて
行きたいと思っています。日本で働けることがとても嬉
しいです。高校生の頃から日本で働くことが私の夢でし
た。今も日本語を勉強し続けています。日本で長く働き
たいからです。三年間日本で働いた後、私はインドネシ
アに帰って再び日本で働ことを計画しています。私は日
本の環境や働き方が好きですから、もっと日本語の勉強
を頑張りたいです。

ウェイ　テッ　アウン
WAI HTET AUNG
国 　 籍 ミャンマー
職 　 種 工場鈑金
実習実施者 有限会社紀の川ステンレス
監 理 団 体 国際ビジネス情報協同組合

価値ある人間

　私たちは地球上で人間として生きていくために生まれ
てきました。非常に多くの生き物で構成される世界で最
も知的な「人間」として生まれることは非常に幸運で大
きな意味があります。私たちの地球には美しい白然がた
くさんあります。しかし、今、地球は以前ほど美しくあ
りません。静寂、平和、白然の美しさに恵まれた世界は、
地球上で最も価値のある「人間」によって壊されようと
しています。人間の貧欲と怒り、共感の欠如により、世
界では戦争が増えています。これらの戦争のせいで罪の
ない人々が命を落として、世界は腐敗してしまっています。
　では、平和で美しい地球を維持するために、私たち人
間はどうすればよいのでしょうか。すべての人間は地球
の平和と美しさを守る責任があります。この責任を果た
すために、私たちは人間としての「価値」を持たなくて
はありません。人の価値はお金や宝石では測れないもの
です。道徳、思いやりと精神の純粋さによってのみ測る
ことができます。
道徳とは人の態度や行動を表すものです。道徳的な人は
正しいことを行って間違ったことを避ける傾向がありま

す。直ち、私たちは真実を話して欺瞞を避けなければな
りません。
　また、人の価値は思いやりと他人を助けようとする意
欲にも左右されます。自分の利益ではなく、常に他の人
の困難を喜んで手助けすることが大事です。思いやりは
人間間の理解、愛、支援を促進する重要な要素であり、
人道主義の基礎であり、世界を平和にするために非常に
重要な要素です。
　さらに、人の価値は努力でも測れます。私たちの人生
には常に困難や挑戦があります。困難に遭遇するたびに
落ち込んではいけないです。困難を乗り越えて自分の価
値を高める努力をしなければならないです。世の中に完
璧な人はいないです。間違いを犯すたびに悲しんだり落
ち込んだりする必要はありません。失敗からたくさんの
ことを学び、良い人間になろうと努力することは、非常
に価値があります。人の価値は学歴や役職とは関係ない
のです。重要なのは彼らの内なる精神と行動です。
　私たち人間は、世界中のどこにいても平等な権利を有
しており、人権を尊重して人種、宗教、性別に基づく差
別に反対しなければなりません。人はそれぞれ異なるス
キル、経験意見を持っています。こうした違いを認め合
うことで、社会がより発展していくのです。誰もが価値
のある人になれるわけではありませんが、価値のある人
になろうと努力する権利を持っています。「価値ある人
間」になろうと努力する人が増えることで、戦争が溢れ
ている世の中を鎮め、平和にあふれる美しい地球を取り
戻せることを、私は節に願っています。
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ナランツェツェグ　ホンゴルズル
NARANTSETSEG KHONGORZUL
国 　 籍 モンゴル
職 　 種 機械検査
実習実施者 藤田螺子工業株式会社
監 理 団 体 九州ネット協同組合

自分の娘のように愛された

　私は自分のお母さんをよく知りません。お母さんが私
を最後に抱きしめてくれた時、私は二さいでした。それ
が最後の抱きしめだと知らなかったのです。それは最も
真実で大切な愛で満たされた抱擁だと思っています。言
葉では言い表せないです。その時から私は叔母の娘にな
りました。
　叔母は、私がものごころがついたころから今まで、自
分の子のように私を愛し、育ててくれました。誰もこの
ような心をくれるわけではありません。叱る時はちゃん
と叱ってくれて、褒める時は心から褒めてくれたから、
今の私がつくられたのでしょう。でも、母親がいつもそ
ばにいてくれたらいいのに、と思ってしまいました。母
親がいる他の人を羨ましがってしまいました。でも、母
親と同じぐらい私を愛してくれる叔母がいます。これを
全て理解できるようになるまで、私の思いは少し違って
いました。ただ、私は叔母からたくさんの愛を受けるに
値すると感じていました。
　ある日、私はひどい病気になり、手術を受けなければ
なりませんでした。その時、叔母が私を自分の子供のよ

うに愛してくれていることに気づきました。私は叔母の
実子ではないのに、なぜ私をそんなに愛してくれるのだ
ろうと驚きました。叔母のおかげで、私は当時感じてい
た感情に対処することができました。それは私に大きな
勇気を与えてくれました。もっと生きたいと思うように
なりました。
　二十さいの時、「あなたの夢は何ですか」と尋ねられ
ました。その時私は、愛情が足りない親がいない子供た
ちに、愛情を与えられる人になりたいと言いました。
　私の最大の夢は、モンゴルで孤児院を設立することで
す。叔母さんのように子供たちに愛情を与えられる人に
なることです。
　もちろん孤児院の設立は難しいですが、心から望んで
います。私が日本でじっしゅうするために来たことが、
架け橋になると思っています。そこでは、私と同じよう
に愛され、守られ、笑っている子供たちに毎日会うこと
ができると確信しています。
　叔母のおかげで、やさしく親切な女性になって社会に
良いえいきょうを与えていきたいと思います。けんこう
にそだって大人になり、最も重要なことは、社会に対し
て正しい考えと正しいたいどを持つ人になることです。
　叔母さん、私に多くの良いことを教え、愛してくだ
さってありがとうございました。

イマム　ククー　プラダナ
IMAM KUKUH PRADANA
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 たて編ニット生地製造
実習実施者 岩田ニット株式会社
監 理 団 体 協同組合 CEO

実習のもう一つの側面

　「FOMO」という言葉をしっていますか？これは大多
数のすることは正解だと思う人々のことで、最近の流行
になっています。インドネシアでは多くの若者が大学へ
進学するか就職するかで悩んでいます。家族を支えるた
めに仕方なく働くケースもあります。その一方でみんな
が行くからと友達を追いかけて進学したり、興味のない
専攻を選んだりしています。なぜなら、まわりの人に頭
が良いと思われたかったり競争相手を少なくなるためで
す。なので、目標がない何人かの友達は大学を出た後で
何をしたら良いのか分からなくなっています。
　そのような中で技能実習生というプログラムは僕に解
決策を与えてくれました。技能実習生はお金を稼いだ
り、自己理解や自分の長所を探すための場所です。この
意見には賛成の人がいるかどうか分かりませんが、僕に
とって技能実習生とは自由に物を買って何かをする場所
です。以前はそのことができませんでした。たとえば好
きな時に好きな本を買ったり、オンラインコースを受け
たりすることです。
　昔は、日本にいると自然に日本語が上手になると思い

ましたが、実際は無理です。日本人と意思疎通のミスを
たくさんするので、分かるようにしっかり日本語を勉強
しなければなりません。しかし、単語をたくさん暗記し
て、文法を勉強しても日本語が上手に話すわけではあり
ません。どうしても、日本人と話す時に口から単語が
まったく出てこないのです。
　会話を上達するには、やはり実践が必要だと気づきま
した。しかし、会社の仕事が忙しく、日本人と話す機会
が少ないため、会話の練習はあまりできません。この問
題を解決するために、練習できる方法を探しました。イン
ターネットでは無料と有料のサービスが見つかりました。
有料のほうが質が高く、効果も大きいです。スキルの向
上のためなら迷わず受講する価値があると思いました。
　お金に余裕があるので、自分を知るための道具を買う
こと以外家族に送金もできるし、貯金もできます。そし
て技能実習生には将来の地図もあります。僕は日本語知
るようになりました。興味を手に入れることができまし
た。日本語を上手に話すことができれば日本に留学した
り、より良い仕事をもらうことができると思っていま
す。僕は日本語を勉強して翻訳者になりたいです。日本
語が上手になってインドネシアと日本のかけはしになり
たいです。インドネシアの文化を日本へ、日本の文化を
インドネシアへ伝えたいと思っています。
　その旅は決して楽ではありませんが、人生を歩む上で
後悔のない、正しい道にしたいと思っています。自分の
本当の姿を見つけ、大切な人たちを助けることができる
のは何よりの幸せです。光は目標が分かった後でいろん
なチャンスに案内してくれます。
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バン　ティ　トゥエット
BAN THI TUYET
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 パン製造
実習実施者 株式会社とかち帯広ヤマザキ
監 理 団 体 すずらん協同組合

一番好きな言葉「家族の幸せ」

　私は今年32才になります。若者だけがもっている衝動
的な行動ができる年は過ぎ去り、夢や野望を実現する年
齢ではなくなりました。これからの年の重ね方は、自分
自身がしっかり地に足をつけ責任をもたないといけない
年齢です。
　子供を育て教育する責任。両親の老後を介護する責
任。家族全員に美味しいい食事を提供する責任。
　10年以上前、私が子供だった頃、私はおなかがすいた
両親の腕の中で暮らし、お小遣いがなくなったら、手を
あげてそれを求めました。私は両親の生活をよく考え
ず、有名な大学に行き、好きなことをするという自分勝
手な夢を描いていました。しかしそれらの夢はかないま
せんでした。
　それから年月がたち、私は結婚して家族をもら、子供
を産むという人生を歩きだしました。以前もっていた夢
は完全になくなり、代わりに子供たちと元気で健康であ
り幸せな生活をおくりたいという夢に代わりました。少
しくらい貧しくても、家族が健康であれば私は幸せでし
た。その私がなぜ日本に来たかというと、より家族が幸

せになる為です。日本で技術を学び、給与を稼いでベト
ナムに戻っても、より良い生活ができるようにする為で
す。
　子供たちが私のモチベーションであり、子供たちの将
来が私のやる気の源です。
　子供たちとはなれた生活を送ることは、簡単なことで
はないですが、子供たちの将来の事をかんがえると頑張
れます。
　幸せな生活を手に入れることは簡単ではありません。
日々大変なこともあります。しかしそれらを実現する為
に私は努力します。
　実習を通じ、たくさんのことを経験していかなければ
なりません。多くの事に感謝をしていかなければなりま
せん。
　大好きな家族の幸福、健康、お金、それらを絶対にま
もりたいです。
　私が一番好きな言葉は「家族の幸せ」です。与えられ
た貴重な時間を有意義に過ごし、「家族の幸せ」を手に
入れたいです。

グエン　ティ　ジェム
NGUYEN THI DIEM
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 ビルクリーニング
実習実施者 株式会社沖縄ダイケン
監 理 団 体 一期一会協同組合

日本でのインターン中に遭遇する一般的な課題

　日本に来てから、たくさんの思い出に残る感動や経験
をしてきました。最初は言語、文化、仕事のスタイルに
至るまで、すべてが新しいものでした。最初の頃はコ
ミュニケーションや生活環境への適応、同僚との知り合
いなど、多くの困難に直面しました。しかし、皆さんの
助けと私自身の努力により、私は徐々に日本文化を理解
し、日本流の仕事の仕方を学ぶことができました。日本
に住むことは私に自立心を養うだけでなく、自己啓発の
機会も数多くもたらしてくれます。時々ホームシックに
なったり、仕事でストレスを感じたりしますが、それで
もこの国にもっと溶け込みこの国の興味深いものを楽し
むように毎日努力しています。日本は独特の文化と多く
の独特な行動規範を持つ国です。インターンや新人に
とって、日本人の同僚や人々と溶け込むのは簡単ではあ
りません。しかし、文化をよく理解し、正しい姿勢を保
てば、すぐに適応し良好な関係を築くことができます。
　私が日本に来た時に直面しなければならなかった言語
の壁は、まさに「ボスレベル」でした。初めて来たとき
は、日本語をかなり上手に学んだと思っていましたが、

実際は大きなショックでした。同僚たちは電光石火の速
さで話し時には何を話しているのか全く分からないの
に、私は微笑んだり漠然と頷いたりすることしかできま
せんでした。クライマックスは、料理を「おいしい」と
褒めようとしたのですが、緊張のあまり「ひどい」と
言ってしまい、全員が目を丸くしました。言うまでもな
く、敬語は難しい数学の問題のようなもので、たった一
つの単語を間違えるだけで「丁寧」とい言葉がすぐに
「失礼」変わってしまうことがあります。しかし、その
混乱した時期のおかげで、私は多くのことを学び、より
注意深く耳を傾け、より多く話す練習をしコミュニケー
ションをとるときに徐々に「愚か」ではなくなりまし
た。まだ時々間違いを犯しますが努力を続ける限り、い
つかこの言語のボスを「打ち負かす」ことができると信
じています。
　日本でのインターンシップは、多くのチャンスに恵ま
れる一方で、さまざまな試練にも直面します。言葉の壁、
文化の違い、仕事のプレッシャー、そして異国での孤独
感など、どれも私を成長させ、強くしてくれる貴重な経
験となりました。困難のひとつひとつが学びであり粘り
強さ、向上心、そして前向きな姿勢によって、少しずつ
乗り越えることができました。それからも未知のことが
たくさんありますが努力を惜しまず挑戦し続ければ、ど
んな困難も自分の成長の糧となり、やがて日本という国
で実りある成果を得られると信じています。
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ドー　タット　バン
DO TAT BANG
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 溶接
実習実施者 村田機械株式会社
監 理 団 体 アクティブ・アジア交流事業協同組合

かぞく

　私はつまと二人のむすめをもつ小さなかぞくのだいこ
くばしらです。ちほうに住んでおり、いなかでの私のか
ぞくのせいかつはよういではなく、しゅうにゅうがふあ
んていです。
子どもたちがせいちょうするにつれ、せいかつしていく
のにひつようなしゅっぴもふえてきます。つまと私はい
つも、子どもたちがべんきょうにとりくめるようにさい
ぜんをつくしていますが、けいざいてきによゆうがなく
まい日、にがおもいです。
　私は日本に来るまでベトナムでさまざまなしごとをし
てきました。けんせつぎょうからタクシーのうんてん
しゅまでいろいろけいけんしました。しかし、ちょきん
がたまることはなく、その日一日をすごしていくのに
やっとでした。むすめがせいちょうしていくのを見て私
は、むすめたちのしょうらいがまずしいものにさせたく
ないとおもいました。
　そこでなんどもつまとはなしあい、私は日本へじっ
しゅうせいとしてはたらきにいくことをけついしまし
た。このけつだんはけっしてかんたんなものではありま

せんでした。なぜなら、私はあいするかぞくからはなれ
なければいけないことをしっていたからです。さらにか
ていの中のせきにんをすべてつまにせおわせることにな
るからです。しかし、私がかせがなければつまやむすめ
たちによいくらしができないことをいちばんしっていま
す。
　日本にいくためにつまとむすめたちとのわかれの日が
やってきました。とてもさびしいきもちでいっぱいでし
たが、私はかぞくのまえでなきませんでした。つまを
しっかりだきしめました。子どもたちにはよくべんきょ
うして、母のはなしをきくようにとつたえました。私は
いっしょうけんめい、日本ではたらき、いえにおかねを
おくるようにやくそくしました。すうねんご、子どもた
ちがねっしんにべんきょうできるかんきょうをつくり、
つまのふたんもすくなくし、私のかぞくがいまよりもよ
りよいものになることをねがっています。
　日本でのせいかつはときどきつかれてたいへんです
が、つまとむすめたちとでんわをし、はなすたびにゆう
きづけられがんばることができています。今がくるしく
ても、かぞくのためによりあかるいみらいをひらいてい
けるとしんじています。

曹　利
CAO LI
国 　 籍 中国
職 　 種 電気機器組立て
実習実施者 株式会社ミツバ
監 理 団 体 群馬自動車部品製造協同組合

磨練の中で脱皮する

　海外生活への憧れと未知への期待を胸に、私は重洋を
越えて日本にやってきて、挑戦と驚きに満ちたアルバイ
トの旅を始めました。
　日本に着いたばかりの私は、ここのすべてに深く引き
つけられました。通りはひとつの埃さえなく、路地裏ま
で秩序とルールが漂っています。日本語のあいさつやお
辞儀のマナーはすべての私にとって、新鮮で面白いもの
ばかりです。
　しかし、理想と現実にはいつもギャップがあります。
仕事の大変さは私に生活の大変さを痛感させました。生
産ラインの工場に初めて着いて、モーターの外観を
チェックする仕事を担当しました。私はこれが簡単な仕
事だと思っていましたが、実際に手を付けてみて、その
大変さは想像以上でした。
　毎日、目覚まし時計に催促されて慌てて起きて、簡単
に洗面をしてからすぐに工場に向かいます。工場に入る
と、うるさい機械の音に包まれます。私は急いで生産ラ
インのそばのワークステーションに向かい、パーム
フィットをはめて、モーターの外観をチェックする準備
をします。モーターがコンベアベルトに乗って一定のス

ピードで移動してきます。私は一瞬たりとも目を離さ
ず、すべての細部を注意深く見なければなりません。
ケースにキズや凹み、異物がないか、マークがはっきり
していて完全か、ネジがきちんと締められているか、ど
んな些細な欠陥も見逃してはいけません。最初のころ、
私は頻繁にミスをしました。小さなキズを見落とした
り、マークが曖昧な問題に気づかなかったりしました。
私のパートナーは私に「ここだめだ」と言いました。言
葉が通じなくても、これが批判だと感じることができま
した。私は恥ずかしくて、心の中は自責の念でいっぱい
でした。長時間、精神を集中させた状態を続けると、毎
日仕事が終わった後、目が痛くてカスカスになり、首と
肩もまるで重い物をのせられたように、痛くてたまりま
せん。
　この仕事は体を試されるだけでなく、精神的な耐えら
れる力も試されます。チェックの基準は厳しくて複雑
で、ミスをすると、お客様が取り付ける時に不良品に気
づかなければ、その結果は想像もつかないほど深刻です。
　私は休憩時間を利用して、先輩たちの操作のテクニッ
クをよく観察し、彼らに経験を教えてもらいます。だん
だんと、私はペースを見つけて、仕事の能率が大幅に向
上しました。私のスピードがますます速くなり、ミス率
もますます低くなりました。
　工場でモーターの外観をチェックするこの日々は、私
に粘り強さの意味を教えてくれました。困難を乗り越え
るたびに得られる達成感は、私をもっと強くさせます。
平凡な仕事でも成長が得られること、細かい任務でも、
心を込めてやれば、価値が見つかることを私に教えてく
れました。
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佳作

アニサ　サフィトリ
ANISA SAFITRI
国 　 籍 インドネシア
職 　 種 電子機器組立て
実習実施者 テクノセンター株式会社
監 理 団 体 TWG 外国人育成就労協同組合

“マイ・リトル・アドベンチャー”でえたきちょな　きょくん

　ある日、家の近くの公園で遊んでいると、くものすに
ことりがとらえられているのを見つけました。鳥は自分
自身をかいほうしようとけん命に努力しましたが、うご
けばうごくほど絡まってしまいました。私はその鳥がか
わいそうで、助けてあげたいと思いました。私は何も考
えずにその鳥に近づき、くものすから鳥をかいしようと
しました。しかし、がんばればがんばるほど、この仕事
はむずかしくなっていきます。悔しくて諦めそうになり
ました。しかし、ただ諦めるわけにはいかないことを思
い出しました。何度もちょうせんし、ついに鳥を放すこ
とにせいこうしました。鳥が自由にとび回っていたの
で、私はとても幸せでほこらしいきもちになりました。
人生においては時には困なんに直面しても粘り強く、決
して諦めないことがひつようであることを学びました。
私が学んださいしょのきちょうなきょうくんは粘り強さ
でした。決意と努力があれば、のぞむことは何でもたっ
せいできることを学びました。私は小鳥の命を救った小
さなヒーローになったような気分でした。
　鳥をはなした後、私はにわにすわってこのけいけんを
ふりかえりました。助けたいときも注意がひつよっだと

気づきました。ばあいによっては私たちのしんせつなこ
うどうが状況をさらにこんなんにする可能性がありま
す。たとえ私たちのいとがよかったとしても、だれもが
私たちのえんじょを快く受け入れてくれるわけではな
い、と母がかつて私に話したことを覚えています。こう
どうする前に考えることがじゅうようであり、こうどう
の結果を考りょするひつようがあることを学びました。
　そのとき、私は公園で泣いている同い年の男の子を見
かけました。私はかれにちかづき何が起こったのかたず
ねました。かのじょはお気に入りの人形をなくしてし
まった、とかれにはなしました。私はかのじょに同情し、
人形を見つけるのを手伝いたいと思いました。一緒にこ
うえんを探し回って、しばらくして、ついに木の下に人
形を見つけました。少年はほほえんで私にかんしゃし
た。私はかれの役に立てることがうれしく思いました
し、このような小さな行動がたの人を幸せにすることが
できることをしりました。
　私の話は日常のけいけんがどのように私たちにきちょ
うなきょうくんをあたえてくれるのかを示すかんたんな
れいです。毎日が学び、せいちょうし、よりよいにんげ
んになるきかいです。私はしょうがいをとおしてきちょ
うなじんせいのきょうくんをしゅうしゅうしつづけ、こ
のやさしさとちえをたのひとたちときょうゆうできるこ
とをねがっています。
　ぼくはけつい、きょうかん、しょうじきさ、やさしさ
についてまなびました。このレッスンはにちじょうせい
かつにやくだつだけでなく、しょうらいよりよいにんげ
んになるのにもやくだちます。ありがとうございます
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